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1．緒 論

　諏訪湖はその湖盆形態からみて，有史以来自然的に

も人為的にも富栄養化の進行が著しく速められる要素

を備えているが，事実その無銘をたどり今日では撲本

で有数の過度の富栄養湖といわれるまでに汚濁化して

しまった。この諏訪湖の富栄養化の歴史は，そこに生

息する生物群集の種類組成の変化や，またある特殊な

種子の増大または減少などという境象によって示され

る。しかしこれらに関しての明確な記載は，明治の末

期に始まり今臼に至る期闘のものである。すなわち，

明治末期における生物群集全般にわたるもの（田中

1918），大正年代では底生動物（M重yali　1931）終戦直後

の生産力研究（白贋，倉沢1948，宝月ら1951），およ

び最近になって行われた国際生物事業計醐（JIBP－

PF）の諏訪湖の生物群集の生産力研究（倉沢編1968

－1973）などが主たるものである。食沢ら（倉沢・青

1⊥l1969，倉沢・山岸1971，1972）は以上の研究成果の

一一狽ﾌ生物群集の変化を，年代順に配列して嘉栄養化

の実態を検討したが，研究年代の間隔が空きすぎる期

閲についての変動状況は不明のまま残されてきた。

　この不明期悶を埋める研究資料として漁獲物統計が

ある。それは人類の食生活に直接結びついている関係

上，持に古くからの記録が残されており，明治末期

（1895）より大正年代の初期（1914）までは田中（1918）

が，大正6年（1917）より今日までは諏訪湖漁業協岡

組合が，毎年連続して漁獲量と出荷金額高を記録した

漁獲統計である。こうした資料は湖の汚濁化に伴なう

漁獲物の質と量の変遷の詳細を検討して，富栄養化の

進行過程の実際を明らかにする上で，極めて好都合で

あり貴重なものといえる。

　1三i本各地の多くの湖沼における漁獲物のオ（揚げ量は，

湖の面積が広大にすぎたり，量的にも少なくて販売

ルートがまちまちであったりしたため，統制のとれた

集計作業が困難であるが故に，過玄0）古い資料の多く

は，信用できる数値とはいえない点がある。さて，諏

訪湖は面積が手頃な広さであるためか漁獲物の販売

ルートが比較的整っており，漁獲統計の資料集積がほ

ぼ正確になされてきた湖の…つであろう。

　著者は以上の資料の大部分が尺貫法で裏示されてい

たのを，すべてkgまたはtonに換算統…して作表し，

諏訪湖集水域生態系研究第4号（資料集第2号）（文部

省r環境科学」特別研究）に掲載した。本報告は以上

の資料に基づいて隈を作成し，約80年問にわたる魚

類，貴類およびエビ類の水揚げ量と鼠1荷金額高および

各種類別の単億の経年変化を明らかにし，更に各種属

間の漁獲量の変動の相互関係，出荷金額高および単価

についても同様な関係を検討した結果である。従って

本研究は文部省「環境科学」特別研究の，諏訪湖集水

域生態系研究（1977～1979）の一環としてなされたも

のである。

　　本報告をまとめるに当っては，諏訪湖漁業協同組

合長の林健氏および同事務所の職員各位，長野県水産

指導所諏訪支所長の山本長：氏および獄所職員各位：，信

州大学理学部付属諏訪湖実験所の沖野外患央助教授と

岡所職員各位，信州大学理学部講師林秀剛氏の御協力

をえた。また，信州大学教養部山本雅道助手には資料

の整理で御世話になった。以上記して感謝の意を表す

る。

2．諏訪湖の漁獲物統計資料の作成略史

　田中（1918）の諏訪湖の研究（下）の漁獲物統計の

項によれば，1887年（明治20年）よりの資料があるが，

調査方法や，数最の裏示が種々であり，その産額の異

同が甚だしく，容易に信用できないとし，信用可能な

ものとして，1895年（明治28年）以降20ケ年の数量

を挙げている。しかし，それも1895年より1904年（明

治37年）までは漁獲物別ではなく，総重量と総金額の

みが記載され，1905年（明治38年）より1914年（大

正3年）の10年閥は，主要漁獲物であるコイ，ウナギ，

ハヤ，エビおよびシジミだけが種類別に数量が示され，

他の種属はその他として一猛され，含計の漁獲物量と

金額が表示されているにとどまり，その資料の出断は

明示されていない。

　一方，長野県漁業協同組合連合会（1969）の発刊し

た長野県水産史に＝ill｝かれた諏訪湖の共同販売制度の窪1

によれば，江戸時代には開騰制度がしかれていたが，

明治に至って幾軒かの大きな魚農が漁夫より買いつ

け，それを小売店や旅にでる売子に卸すようになった

という。そして1913年（大癒2年）には諏訪湖漁業協

同組合が設立され，その規約のなかに「組合員はすべ

ての漁獲物を組合を通しておこなう」とし，共同販売
側’
xを決意している。そして，そのために湖畔の町村

に熱ケ所の魚農を指定して共販を実施したことを述

べている。

　こうした事情からすると，上述の田中（1918）の示

した漁獲高の資料は，明治時代は幾軒かの大きな魚屋

からえたものであり，大正年代は組合および組合指定

の魚歴からのものと推測される。
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　其の後の経過は，長野県水産史によると，大正今期

より昭和6年頃までは，組合と一般業者との間にトラ

ブルがあり，共販も完全には実行されない状態がっつ

いたとしているが，その闘の資料は不充分としても残

されているのに対し，1915年，1916年（大正4年，5

年）の資料は，現在まで組合蕩務所では発想されてい

ない。昭和6年（1931）7層以降は本格的な共販制が

とられ，4区の共販所（1区：上諏訪，2区下諏訪，3

区岡谷，4区豊田）が設けられ，統制のとれた資料が

作成されるに至った。そして，1950年（昭和25年）豊

田地区が諏訪市に入り3区欄が最近までつづいたが，

更に昭和53年（1978）には下諏訪の2匿が岡谷の3区：

と合併したので，現在は二つの区の共販所で取扱って

いる。

　また1943年忌昭和18年），カ》ら1950年（昭和25年），

の悶は，第二次世界大戦の戦中戦後のため壁皿販売量

が少ないがこれは漁業者の参戦による滅員と，戦後の

食糧事情の悪化による影響である。

　以上からみて1932年（昭和7年）以降の数縫は，組

合の共岡販売量で信用できる値であるが，漁業者や組

合事務所員によれば，これらの数量：は実際の漁獲物水

揚量の約7割に当るものであり，残りの3割は自家消

費や其の億であるという。

　塊在，諏訪湖漁協組合蘂務所や水産指導所諏訪支所

に保管されている資料は，1917年（大正6年）から1931

年（昭和6年）までは年間の漁獲高と金額高，1932年

（昭和7年）から1940年（昭和15年）までは毎屑と

年間の合計が，1941年忌昭和16年）から》19喋9年（昭

和24年）までは年間の値が，1950年（昭和25年）以

降1962年（昭和37年）までは，三つの区の各区別の

毎月と年間の合計が，1963年（昭和38年）以降1978

年（昭和53年）までは毎月と聖賢の会計が記録されて

いる。

　諏訪湖漁協組会では年暦の漁獲統計が年度男il，すな

わち，望月にはじまり翌年3月に終る集計であるが，

本報告での年悶の集計はすべて1弩より円月までと

して表わした。

　また，王917年（大正6年）より1921年（大正11年）

までは升霞で測られた漁獲物があるので，次の表によ

り重量に換算した。

Fishes （漁　獲　物）　　（升）sh◎ kg

Gobiidae

Shrimps

Vlvlparldae

Unl◎盃dae

C◎rbicu蕪dae

（ハゼ科魚類）

（エ　　　ビ）

（タ　エ．シ）

（カラスガイ）

（シ　ジ　ミ）

－
1
1
1
1

2．5

1．5

1．2

1．5

1．6

　次に，貝類については，貝帯付のものと負殼を取除

いた軟体部（ムキミ）のものが商品として取扱われて

いるが，ムキミはタニシでは1925年（大正14年）よ

り現在まで，カラスガイは1929年（昭和4年）より現

在まで，シジミは1932年（昭和7年）より1952年（昭

和27年）の闘販売され，またカラスガイの貝殼も1937

年（昭和エ2年）から1945年（昭和20年）の闘商品と

して売り繊されている。

　さて，漁獲高を生態学的立場から考究する場合，こ

うした建付貝と軟体部のみの翼の重量を，どちらか一

方の重鐙に統一して表わす必要がある。それ故に，こ

のことに関し調査したところ，紛47年より1952年の

6年間にわたり，貝織付貝の貝方と軟体部のみ（ムキ

ミ）の羅方の爾嶺を同素に測定した記録があり，これ

を基として重量比を箪繊した結梁は次表の如くになっ

た。

Soft　part （貝類軟体部重量）（ムキミ）

Shell牽Soft　part　　（小義｛寸級寒1重量）

／
0
0
〆

Viv圭parldae

U！｝ionidae

Corbicalidae

（タ　　諾　　シ）

（カ　ラスガイ）

（シ　　ジ　　ミ）

25．5

11．6

21．5

3．図と表の作成と漁獲物の種類組成

3－1．図と表の作成方法

　照中（1918）の調査資料の1895年から1919年まで

のもの，および漁協二合の共販資料のうち王958年まで

は漁獲物の重量はすべて貫と匁で表わされているの

で，次式によりkgに換算し，　kg以下は4捨5入した。

　　　　　　貫　（匁）　×3．75謹　kg

　それで，作褒瓢際しては上記の換算表を硬用して，

貝類はすべて貝殼付の生重量（ムキミは貝殻付にし，

貝殻のみのものは軟体部付として）で表わしたものと

貝殼を除いた軟体部のみの生重量く殻付の貝は貝殻を

除外した鼠方）で言わしたものとの二通りに分けてあ

る。

3－2．漁獲物の種類組成

　共販漁獲物のうちには加工品の一種である焼き購が

あるが，これは小型のフナが大部分で小数のタナゴが

含まれている。この焼き串は串の本数で数量が示され
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ているため囲方への換算が難かしく，正確な値がえら

れないのですべて除外した。またカモ，食馬蛙，カメ

およびザザムシ（大部分がカワゲラの幼虫）（市川・山

本197の，ときには蜂の子なども加算：されている年が

あるが，全体量からすると僅かであるし，殊に蜂の子

は明らかに水産物ではないので，これらもすべて図か

ら除外した。

　近年の諏訪湖の生物員録（K：urasawa，　Okino　I975）

によれば，魚の種呼数は約25種を数えるが，漁獲物と

して水揚げされた際の魚種の朝別はあまり明確ではな

い。たとえぽモロコとモツゴは一緒にされて計貴され，

ゼニタナゴとタイリクバラタナゴも同様に，また，ハ

ゼ科はヨシノボリ，ビリンゴ，および其の他不明種で，

これらも混合計量されている。1932年（昭和7年）よ

り1945年（昭和20年）の間では「ヨナ」の名称でト

ンコと鼠騎されている種属があるが，これもハゼ科に

入れて図示した。しかし，単備計算等の場合に限り，

ヨシノボリとして鋼に算出した。貝類のうちタニシ類

には，オオタニシ，マルタニシおよびヒメタニシがあ

り，脱今ではヒメタニシが大部分を占める。シジミ類

のなかに1936年（昭和11年）から1944年（昭和19年）

まで養殖シジミの名称が記録されているが，これは琵

琶湖よりのセタシジミのようである。現在放流されて

いるのはヤマトシジミ（木曽鷹川の海鳥都のもの）（名

東1978）であって，在来の諏訪湖産のマシジミはほと

んどみられない（渋のエゴ調査委員会1973）⇔カラス

ガイのうちにはヌマガイ，マルトブガイおよび小型の

イシガイなども含まれているが，その大部分はカラス

ガイである。

　エビ類にはスジェビ，ヌマエビおよびテナガエビな

ど各種が混在している。水草帯に多いといわれるヌカ

エビは（広崎1965），水草の激滅した近頃では少なく

なったことが予想され，代ってテナガエビが容易に羅

につくようになっている。

　以上の説明にもとづいて漁獲物の種類を整理すると

Table　1のようである。

　漁獲物の年闘の金額については，すべて万円単位で

表示した。但し漁獲物の各種の単価はすべて円磁位で

表わした。なお，単価は日毎または月毎に変動がある

が，本報告での単価は年間の平均単価に当るものであ

る。

4．漁獲物量の経年変化と考察

　水揚げされた漁獲物の総量の経年変動の大要を述

べ，そのうちの各種の魚類，貝類およびエビ類の総計

量に対する百分率をみると次のようである。

4－1．漁獲物総量，魚類，貝類，エビ類の各量の変遷

　Fig。1によれば，過去80余年間における総漁獲量の

最大値とその年は1，340ton（1925）であり，最小髄は

67ton　Q％5）であり，1000　to擁を越える欝立っピーク

は1900年，1917年，1923～1928年，1934年および1939

年で，これらはすべて大平洋戦争以前のものである。

終戦後の最高は515ton（1965）で殊に最近10年間は

300～450tonの範囲で変動し，終戦前に比べ著しく漁

獲高が落ちている。

　魚類総貴の変遷では，最高は874to織（圭92の，最低

は49ton（1945）で，500£o登以上の漁獲量は1923

～1930年の間8年閥に及ぶ大きな山であり，終戦後は

すべて500ton以下である。300～500　tonのピークは

19圭7年～1919壬界，　1940～1941年，　1962～1975年の聞

の年で，これらのうちの最高は弼麓。設（1919）であり，

終戦後は443ton（1970）であり，最近10年闘は300

～450tonである。

　貝選取星では，最高945ton（1934）最低18　ton

（1945，1974）であり，500tonを超過するのは1933

～1940年の8年間の大ピークのみである。これに次ぐ

ものは467ton（1927）で，これらの高い値はどれも終

戦前のものである。戦後の最高は204も。監｝（1950）で戦

繭に比べはるかに低く，最近10年間に簗っては10ton

前後を示すにすぎない。

　エビ回転幹よ最高　184ton（1922）鍛：低1，4　kg（1970）

で，1928年以降は極端に少なくなる。100ton以上の年

は1899～1904年，1919年，1922～1927年である。1950

年以後では1鍍onを越えることはなく，最近10年闘

では1～3to難の闘であるQ

　以上の魚類，貝類およびエビ類の各総量について，

相互の経年の増滅関係をみると，1905年より1930年

頃までの期闘は，魚類とエビ類の量の増滅はほぼ平行

的変動をしているが，魚類と貝類では玉905年から

1940年頃までは大体梢反的変動がみられるσ戦後は魚

類が圧倒的に多く他の2餐は極めて少ないので顕著な

増減関係は見掲しえない。

　以上の漁獲物蝉折，魚類，貝類およびエビ類の各鎚

の80余年間における最大簸と最小値ならびにそれぞ

れの年を示すとTab玉e　2のようである。

　次に漁獲物総鐙に対する魚類，貝類，エビ類の各量

の百分率を求め，その変遷を図弔するとF圭9．2のよう

である。Fig．2の下段は貝類の貝割付の重童で表わし，

上段は貝殼を除外した軟体部のみの重量で添した。

　Flg．2の下段図によれば，1895～1910年と1933

～1940年の期間を除外すると，魚類総量は常に50％以
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Table 1. All species of commerciai fishes, molluscs and shrimps, which were caught

     in Lake Suwa.

Speciesnarne Japanese name
0ncoor}hynehusMhodumes Amenouo
SaZmoarideus Nijimasu
PZeeogZossusaZtive-7.is Ayu
llypomesusoZadus Wakasagi
PseudoperiZcunpustypus Zenitanago
RhodeusoeeZZatusoeeZZatus Tairikubaratanago
Saor7eoeheiZiehthy$vandegatus Higai
anatkopogoneaeTuZeseens Honmoroko
PseudoTasbovaparva Motsugo
Pseudogo'bioesoeinus Karnatsuka
TTihoZodonhakbnensis Ugui{Akauo)
(Leueiseushakonensis)
ZaeeopZatypus OikawaCHaya)
CtenophaneyngodonideZZus Sogyo
HypophthaZmiehthysmoTitorax Rengyo
Cypi)inu$ea"pao Koi
Ca"assiu$eaya$siu$ Funa
Misgununu$anguiZZieaudatus
Cobitishiwae

Dojo
Shimadojo

Cebitidae(Dojo-rui

Pa17a$iZztnusa$otus Namazu
AnguiZZag'aponiea Unagi
mugiZeephaZus Bora
ChannaaTqus Raigyo
GobiussimiZts
Chaenogobtu$annuZa"is

Yoshinobori
Biringo

Gobij.dae(Haze-rui

CipangopaZudinag'aponiea'CipangopaZudinamaZZeata

sanotaiahi$tniea

Ootanishi
Marutanishi
Hirnetanishi

Viviparidae
Tanishi-rui

Co"bieuZasandai
eorbieuZaZeana
Co"hieuZag'aponiea

Setashijimi
Mashijimi
Yamatoshijimi

Corbiculidae(Shijimi-rui

eor7ista7iaplieata
AnodontaZauta
AnodontaeaZipygos
UniodougZasiaenipponensis

Karasugai
Marudobugai
Numagai
Isigai

Unionidae
Karasugai-rui

PaZaemonpza$idens Sujiebi Shrimp
MaeTob?aehizminapponensis Tenagaebi Ebi-rui
PaTatiaeompre$sa Numaebi

5
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Table　2．　Maxim登m　a轟d　minimum　val慧es　o玄an測al　amounts　of　each　klnd　o貿is益es，　moll犠scs

　　　　and　shr至mps　ln　Lake　Suwa　from　19G5　to三97＆

越ax。 Min．

ton　　　Date t◎n　　　Date

Tota1 1340　　　　　1925（T．14） 67　　　　1945（S．20）

H
g
δ
ρ
O
↑

Fishes

E…usc・盤課1
874　　　　　1924（T．13）

X45　　　　1934（S．　9）

P19　　　　1934（S．　9）

49　　　　1945（S．20）

P8　　　　1945（S．20）

@2．7　　1947（S。22）

Shrimps 184　　　　　1922（T。11） 0．0、0ユ＿1970（S．45）

0ηoorんンηo勉現s 4．7　　　1905（1畦．38） 0．0021948（S．23）

PZθ（30gZOS8麗S 0．5　　1930（iS．5） 0

珈ρo加θ8㍑ε 330　　　　1970（S．45） 21　　　　1943（S．18）

勲rαsゼz㍑遡s 22　　　　　19＝L8（T．　7） 0．3　　1945（S．20）

Pεθ㍑ゴ0ρθr．R海0ゴθ㍑8・ 86　　　　1963（S．38） 0．0051971（S。46）
σηα亡勉0ρ0。P8θ祝dorαεわ． 40　　　　1931（S．　6） 0．15　1945（S．20）

の P8θ磁090玩0 3．8　　1926（S。　1） 0

Φ
ぶ
3αroOO為θゼZゼ0ん亡三白S 11　　　　　1928（S．　3） 1　　　　1946（S．21）

．雲 7毘わoZodoη 2．6　　1919（T．　8〕 0

隅
9α000 54　　　　　1908（M．41） 1　　　　1944（S．19）

　　　　　　●純ｿ：Pαsszzβ 590　　　　　1923（T．12） 21　　　　1977（S，S2）

　　　　のB塑rz襯ε 174　　　　1927（S．　2）

Cobitidae 11　　　　1927（S．　2） 0，14　1948（S．23）

肋9猛zzα 38　　　　1927（S．　2） 0．01　1977（S．52）

Gobiida．e 28　　　　　1941（S．16） 0．06　1945（S．20）

の
O

　　H
uコ囲
ｩ》①

viviparidae

boτbicuridae

260　　　　1943（S．18）

T30　　　　1917（T．　6）

10　　　　1947（S．22）

@0．27　1947（S．22）
の
づ
醗綴
ﾃの Unionidae 866　　　　1934（S．　9） 0．17　1947（S．22）
H
H
O
慧

←｝ρ

]繰
宦揀ﾂ

vivipaでidae
borb鼠curidae

　66　　　　194こ3（S．18）

P13　　　　1917（T．　6）

2．．6　　1947（S．22）．0．06　1947（S．22）

のQ→ Unionidae 106　　　　1934（S．　9） 0．02　1947（S．22）

上を占めつづけている。最大は94％（1973）最小19％

（1933，1934）で最近10年閥は90％前後の値である。

輿頚回は80％（1933）が最大で，最小は5％（1974）

であり，50％以上を占める年は終戦前で1906～1907

年，王917年，1933～1940年，1942～1943年の年と幽囚

で，特に王933～1940年の増大期が員立つ。戦後では

1950年および1951年の両年の小ピークのみで，最近

10年閾は5～15％という低率である。エビ類は他の2

者に比べて著しく．低率で，最大で24％（1922）にすぎ

ず，最小は0。1％以下（19菊，1970）の年もある。20％

以上を占めるのは稀であり，わずかに1912～1914年と

1922年のみであり，1928年以降はすべて4％以下にあ

まんじ，殊に最近10年1ξ・iiはく0．1～1．5％の低率を示し

ている。

　F19．2の上段の図は上述の如く興類の軟体部重量で

総量を舞娼したため，貝類の占める率は下段図に比べ

一見して低くなっていることが判る。すなわち，魚類

量の最高は98％（1973）に達し最小でも51％（1906）

を占め，全期闘を通じて50％以下にはならない。殊に

最近10年間は95％以上が魚類量である。貝頚は最大

が37％（1943）まで下落し，最小値は1，2％（1973

～1974）にすぎない。30％以上の年は1933～1934年と

1943年のみで，1952年以後は特に低率となり，最近10

年間は5％以下となっている。エビ類の百分率は貝類
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Table　3．　Maximum　a轟d　minlmum　va1疑es　of　percenもage　of　amouats　of　t◎tal　co磁鵜erclcal　flshes，　each

　　　　ki職d　of　o轟1y｛ishes　a鍛d　of　o慮y　molluscs，　respectively，　i議しake　Suwa乏rom　1905　to　I978．

罫ねx． ．■n．

吃　　　Date 吃　　　Date

驚 Fishes 94．6　　　　1973（S．48） 19．2　　　　1933（S．　8）

ρ 踵011uscs 79．9　　　　1933（S．　8） 4．8　　　　1974（S．49）
◎
ト Shri叩s 23，8　　　　1922（T．11） 0．01　　　197◎（S．45）

0ηooγ碗ンη（3hz48 2．5　　　　　1905（M．38） く0．1　　　　1929（S．　4）一

PZθoogZOS8Z48 0。1　　　　1930（S．　5） 0

吻ρo彬ε祝β 78．3　　　　1974（S．49） 3。1　　　　1923（T．エ2）

勲rα8ゼz祝駕8 4。5　　　　1918（T．　7） 0．7　　　　1970（S．45）

P8θZ衣牙OPθr．　Rん04θ現8 22，8　　　　1964（S．39） 0

の

（；物α渉んOP。P8θZ4（牙orα8わ・ 17．8　　　　エ933（S．　8） 1．3　　　　1944（S．19）

ぷ
・
H
ぶ
砥

Φ
　
の

P8θ磁090尻0
TαroOO海θ¢Z¢0ん亡乃ン8

ﾁあoZO40η

0．6　　　　1920（T．　9）

Q．7　　　　1938（S。13）

O．3　　　　　1919（T，　8）

く0．2　　　　1928〔S．　3）＿

ｭ0．1　　　　王940（S．15）一

ｭ0．2　　　　1924（T．13）一・

Zαooo 26．6　　　　1904（M．37） く0，1　　　　乳944（S．19）

　　　　　　o純ｿ：Pα88鍬8 48．0　　　　1923（T．12） 1．6　　　　1977（S．52）

吻Pκη㍑8 16．6　　　　1930（S．　5） 1．6　　　　1951（S．26）

Cobitidae 3．4　　　　1938（S．13） 0．1　　　　1948（S．23）

肋9磁zzα 14．1　　　1907（M．40） く0．1　　　　1975（S．50）一

Gobii（玉ae 11．7　　　　1942（S．17） 0．1　　　　194S（S．20）

の
O

　
自
ぷ
Φ
9
ぶ

vivipaでidae
borbiculidae

99．1　　　　1944（S．19）

X6．8　　　　1918（T．　7）

　0．2　　　　　1918（T，　7）

ｭ0．1　　　　1944（S．19）

の
二

．r弓　の

ｫ Unionidae 91．6　　　　1934（S．　9） 0．5　　　　1926（S。　1）

H
囲
O

ρ
跳 Viv主aでidae 99．6　　　　1944（S．lg） 0．3　　　　　1918（T．　7）

譲 ρσ6
父ﾏ喋
Corbiculidae 98。1　　　　1918（T．　7） 0．1　　　　1944（S．19）

o
の
Unionidae 83．9　　　　1934（S．　9） 0．3　　　　1926（S．　エ）

の低率化のため，やや大きくなっているが，最高29％

（1922）最小く0ほ％（1969，1970）で，25％以上の

年は1914年と1922年のみであり，最近10年闘は1％

以下の年が多い。

　以上の百分率の最高値および最低値と，それぞれの

出現年をTable　3．に示した。

を2．各種魚類の漁獲量の変遷

　漁獲された魚類燈のうち，毎年多量に水揚げされる

ものと少量のものとが半白としているので，グラフの

縦軸の量の欝盛巾に差をつけて，魚類を四つのグルー

プに分けそれぞれの経年の変動を明確にしょうとし

て，F重9．3とFig．4を作図した。すなわち，　Fig．3の

下段にはフナ，コイおよびワカサギを，上段にはタナ

ゴ，オイカワおよびウナギを示した。また，Fig＝4の

下段にはナマズ，モツゴ，ドジョウ，ハゼを，上段に

はアメノウオ，カマツカ，ヒガイおよびウグイを示し
た。

　フナ　F19．3の一ド段のように，経年変動の差が著し

く，最大値は　590£o駐（1923）に対し，最小値は21

£o無（1977）でありその差は約20借である。200ton以

一ヒの繊は1908～1928年の1琶1に1士1現し，そのうち500

to轟以上は1923～1925年の3年聞である。上記以外の

年は1941年に180to穀が見られるが，他はいずれも

100ton以下であり，最近10年闘では20～100　to簸の

範囲の水揚げ量がある。しかしここ5年闘は30ton以

下にとどまっており，昔礒の面影はない。

　識イ　1920年代はフナに次ぐ漁獲高を持ち，最高

174日目n　Q927）最低は1。3　ton（1945）である。100　ton

を超える値は1924～1930年の間のみにみられ，他は

1923年の94ton以外はいずれの年も全て50to難を割
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るσ全期間を通してフナの量に勝るのは最近の1976年

と1978年のみであり，最近10年間は10～3駐◎慧の閤

の漁獲量である。

　ワカサギ　1915年（大正4年）に霞ケ浦より移殖さ

れたが，凹凹では諏訪湖の最大の漁獲量を示す重要魚

種となっている。全般的にみて，1927～1930年，1939

～1941年および1970～1974年の3園の二巴期が顕著

で，殊に終戦後は他魚種を鯛圧して着実な増加傾向を

罪している。最大値は33肌。鷺（1970）最ノ1・値は21

ton（1945）であり，この最小値を示した終戦の翌年

1946年以降現在に至るまで，諏訪湖産の漁獲物中最高

の漁獲量を維持している。1945年以前ではフナより劣

る年が多く，わずかに1933～1％0年目間のみに勝るだ

けである。コイと比べると，コイの増産年代の玉923

～1929年の聞はワカサギが劣るが，それ以後は勝り年

と共に差を開いてきている。最近10年關は200～300

£0難の聞の漁獲貴である。

　Fig．3の上段に示す図の陽方の饅盛りは，　Fig．3下

段のそれの5倍に拡大してある。

　タナゴ　従来から生息していたタナゴはゼニタナゴ

であるが，1950年頃よりタイリクバラタナゴが増えは

じめ，現在はほとんどが後者である。漁獲物として嶺

荷された暗闘は1936～1971年の間で，最大値は　86

to籍（1963）で最小値は5kg（1971）である。30　to籍以

上の増大期が，1961～1966年の間に集中し，他の年代

は著しく少ないのがこの魚種群の特微となっている。

そして1972年以後は漁獲統計資料に記載されない程

に減少している。

　オイカワ，ハヤ　爾種が混合計量されているが，ハ

ヤの魚種は種々で不明である。最大は54to論（1908），

最小は1ton　G944）で，30　ton以上の漁獲量は1906

～1915年，1917年および1923～1926年の年と期間で，

明治と大正年代に限られ，1932年以降現在まで10to蕪

を越えることはない。しか七明治年代から大恥初期ま

ではフナに次ぐ有数の漁獲高を承している。最近10年

間は0．1～0．6tonの少ない漁獲鐵である。

　ウナギ　最高鰹は　38ton（1927），最小値は　0．01

to11（1977）で，3硫。蕪以上の年は1923～エ927年の間

に限られている。他の年は20tonを下廻り，殊に1943

年以後は現在に至るまで10ton以下の水揚げ盤であ

る。更に最近10年關は0．01～03tonの範囲にまで減

産し，1975年以後は0．04to籍以…卜’に，激孝威した。

　Fig．4の下段に示す魚種群の漁獲量の圏盛りは，

Flg．3の下段のそれの10倍に拡大して示してある。

　ナマズ　最高は22to2（1918），最低は026ton（1945）

で，20tonをオーバーするのは蹴8年のみである。193玉

年以降より丁丁までほとんど10t◎難以下で，ピークは

1918年，1928年，1961年の3圓ある。最近の10年間は

4～5to難の漁獲高である。

　モロコ，モツゴ　これら両魚種も一括計量されてい

るが，近年は後気が多い。最大は40沁n（193か，最小

は0．15ton（1945）で，30　to簸を上廻る年は1931年の

みであり，20ton以上の年は1929～1937年と1961年

だけである。ピークは上述の年代と1970年代の3回あ

り，最近10年閥は5～10tonの低い漁獲量となってい
る。

　ドジ萬ウi類　最高は1Ro論（1927），最：低は0．14　to難

（1％8）で，10ton以上は1927年のみであり，目立つ

増大期もこの年を中心にしたもの1團である。最近10

年間は3～5沁総の範囲内におさまる量である。

　ハゼ類　主としてヨシノポジ，ビリンゴで近年は後

春の方が多くなっている。最大は28書。魏（1941），最小

は0．06t◎n（1％5）である。増減の経過をみると王917

～1939年の間は2宅。籍以下であるが，1940年以後は

20ton以上の増大期を1941～1942年，1949年，1955

年の3回記録した。1963年以後現在までは3も。簸以下

となり，最：近10年閲は0。5～2。O　tonの範囲である。

　Fig．4の上段に示した魚類群の漁獲鍛の目盛りは，

Fig。3の下段の図の50倍に拡大したものである。

　アメノウオ　一般にアマゴとも呼ばれるが，最高は

4．7毛on　G905）で，最小は2kg（1948）である。2to貸

以上の値は1905～1926年のみで以後現在まで　1ton

を越えない。ピークは1900年代半ばと1910年代後半

から1920年代にかけての2回あり，最近10年闘は
0．03～0．2to鍛を水揚げしているだけである。

　カマツカ　最大鰹は3。翫on（1926）であるが，漁獲

統計記録にない年が何年かあるので，最小値はOto轟

となる。2to艮以上の年は1920～1927年の閤だけで，

他の年はほとんどがhon以下であり，最近10年間は

0．1to籍を下廻る。

　ヒガイ　最大は1廷。無（1928），最小は1to捻（1946）

を示し，5to難以上は1917～1931年，1928年および

1961年に出現する。最近10年間は0。1～1．2to慧の範

囲内である。

　ウグイ　諏訪湖ではアカウオとも呼称しているもの

で，最高は2．6ton（1919），1945年には記載がないの

で最低は0ということになる。2ton以上は1918
～1923年の間にのみみられ，1927年以後は現今まで1

£onをオーバーする年はない。最近10年間では0。13

～0．9tonを産するにすぎない。

　以ま：の漁獲魚種以外に，アユと移入種のマス，ソウ

ギョ，レンギ鰹，ライギョおよびボラの漁獲鍵が記載
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されているが，アユ以外は記載年数が極めて少なく，

またアユ自体の量も僅少であるので図示しなかった。

　マス　ニジマスの放流が戦後になされたが，統計資

料には1956年，1962年目よび1969年目3園のみが記

録されており，最高値は0．053ton（1956）である。

　ア鉱　1927年以来現在まで，終戦前後の2～3年を

除いて連続漁獲されているが，貴的には少なく最高で

053ton（1930）であり，次は戦後の0．42£on（1975）

である。地較的多い年として1920年忌の後半と1970

年代があげられ，最近10年閥では0．02～0．航。登であ

る。

　ソウギョ　1945～1946年と1968～1972年の7年悶

に記録され，その最大1直は0．14ton（1970）である。

　レンギョ　1957年～1959年と1969～1977年の12

年閥の記録では，最高髄はU5　ton（1970）である。

　ライギョ　1957～1959年の3年間のみに漁獲物と

して記載されているが，最高でも0．026tonにすぎな

い。

　ボラ　1935～1936年の2年間にみられ，0．33to難

（1935）が最大である。

　以上輩要魚類の種別の最大値および最小簸と，それ

ぞれの繊現年はTable　2に示した。

4－3．各魚類種聞の漁獲量増大年の相互関係

　前述の如く，F19．3およびFig。4の中の各種魚類の

漁獲量を裏わす昌盛のスケールが，1～50借の差が
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あってそれぞれの魚種グループの経年の増減が示され

ているので，種閲の量的な関係は正確に表わすことは

不可能であるが，70余年問における各種魚類の増大の

出現年を対比すると次のようである。

　1920年代半ばにみられる，フナの増大期を中心とし

た全魚類の漁獲量最大のピークの下降期には，コイ，

ナマズおよびヒガイの増大期が出現し，1930年代の前

半にはモツゴ，モロコが増える。そして同年代の後半

には再びヒガイの山が出現し，19屡0年代前半期にはハ

ゼとフナのピークがみられる。終戦後の特徴は，その

直後より境在までの30余年間にわたるワカサギ優占

の漸増傾向である。その間には1960年の半ばから

1970　年にかけてのゆるい山が二二され，そして1960

年前期のヒガイ，中頃のタナゴの増大年が昌につく。

また，ハゼ類の1949年と1955年のピークも見逃せな

い存在である。

　いま，魚類についての漁獲量の種別の否分率の経年

変化を示すとFi暮．5のようである。こうした蓑現法に

よって，魚類の漁獲：量による優i占種を年代的にみると，

1900年以前から1920年代中頃までは，フナが60
～80％の漁獲愚を占めいわゆるフナ優占肩代である。

1920年後半から1930年初期までは，フナ，コイ，ワカ

サギが3者共にそれぞれ30％前後の漁獲を交互に示

し，3種は同格の鍵を占める時代である。1930年代の

中期より1940年代の中頃まではコイは劣勢となり，フ
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ナとワカサギが30～40％を示し二つの魚種の同格優

占の時代である。1940年後期より境在までは，ワカサ

ギがフナを綱圧して60～80％を占めるワカサギ独占

優勢時代ということになる。

　以上の魚種別の蓄分率の最大値と最小値ならびにそ

れらを示す年を表にしたのがTable　3である。

4－4．各種貝類の漁獲量の変遷

　貝類の重量は，貝回付のものと軟体部のみのものの

双方について説明する。

4－4－1．各種貝類の貝二二璽量の変遷

　変遷の経過はF童9．6の下段の図に示してある。

　タニシ　戦前には鉛紙タニシ，マルタニシも豊富に

えられたようであるが，駐在はヒメタニシが大部分で

ある。経年期雪中の最高値は260ton（1943），最小値

は10ton（1922）であり，200　ton以上の漁獲は1943

年1回だけであり，10G　ton以上は1927～1943年置闘

と1965年の2回ある。霞立つ増大期は1927～1929年，

1935～1937年，1943年および1965年であり，王951年

まではシジミ，カラスガイと交互：に優劣を繰返してき

たが，1952年以後現在まで他の2着に勝る。最近王0年

闘は15～70tonで減少傾向がみられる。

　シジミ　1950年頃までは在来のマシジミが生息し

ていたようであるが，貴的には少なくなっていたため，

以前から琵琶湖より多貴のセタシジミを移殖してき

た。しかし1950年代中頃よりヤマトシジミを放養する

ようになり，現在はマシジミもセタシジミもほとんど

みられない。

　最多値は530ton（1917），最少饒は0。27£on（1947）

であり，200ton以上の漁獲高は1905～1927年の間に

13圃以上もあるが，以後1938年と1951年を除く他の

年は全：て100宅on以下である。そして1964年以降現在

まで10ton以上になることは珍らしく，最近エ0年間

は4～10tonを漁獲しているにすぎない。

　カラスガイ　イシガイ，ヌマガイなども含まれてい

るが，大部分はカラスガイである。最高は866
to盤（1934）で，この漁獲量は統計資料中にみる各種漁

獲物のうち最大値である。最低は0．17£o無（1947）で最

高値との差は約5，000倍の開きがある。400も。難以上

の年は1933～1940年の闘に7回もあり，そのうち600

£o薮以上が3回奮まれる。この増大期間中に1934年と

1939年のピークが現われているが，これらは600ton

以上の年である。50ton以上紛O　ton以下は1928

～1942年と1941～1942年の期間に認められるが，他

の年は50ton以下で戦後は特に減少が著しく，狛62

年以後は10£onを下廼り，最：近10年間は1～5tonの

低い：水揚げ盤を記録している。

　以上の貝襟付貝重工の最大と最小およびその娼現年

はτab玉e　2に示してある。
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4－4－2．各種貝類の軟体部璽量の変遷

　F圭g。7により貝類の軟体部の総量，タニシ，シジミ

およびカラスガイの各量の経年変動をみると次のよう

である。

　貫類軟体部総量　最高値は119ton（1934），最：掛値

は2．7ton（1947）示し，その高低差は約44借である。

双方の値は貝回烏貝重量の約1／8にあたり，最高値の

年は貝殼付の貝重量のそれと同じ年であるが最低値は

異なる年である。100tonを超過するのは1918年，

1927年，1932年，1933年と1937～1939年の7回の年

で，いずれも終戦前のものであり，戦後では50tOR以

上の年は皆無で，最近10年問は5～20to益の産出であ

る。

　タニシ軟体部　最高値は66to総G943），最低値は

2．硫on（1947）で，爾者共に貝殼付重三の約王／4を示

す。50to簸を越えるのは最高値の年のみで，三三5年

闘は1侃on以一ドである。

　シジミ軟体部　最大は11叙on（1917），最小は0．06

ton（1947）で重量：は貝殼付のそれの約1忽に当る。100

も。無以上の値は最高値の年のみであり，50～100tonで

は1918年，1919年および1925～1927年の5年闘であ

る。1931年以降では1938年と終戦後の1951年の20

to賎官後の値のピークがあるだけ・で，10　ton以上はみ

られない。殊に最近10年闘の衰退は著しく1to隠宅後

の水揚量しかない。

　カラスガイ軟体部　最大値はエ06to登（1934），最小

纏は0．02ton（1947）で，両面の重量は貝殻付の貝のそ

れらの約1／8である。貝回付の重盤では，最高値はシ

ジミのそれ約1．6倍であるが，軟体部のそれではシジ

ミより劣る。100to益を越える年は最高値の年に限ら

れ，50～100£onの範囲でも1933年と1941年の2圓

のみである。タニシやシジミの収量に勝るのは1933

～王940年の間であり，戦後は1950年の3．8tonが最

高で，最近10年闘は1tonを大きく下廻る年が多い。

　以上の貝類軟体部の最大値と最小値ならびにそれぞ

れの繊現年はTa疑e　2に示す。

4－5．各種貝類間の漁獲量増大年の相互関係

　Fig、6の下段図によれば，1920年代にはシジミの

ピークにつづいてタニシのそれがあり，1930年代には

カラスガイの最初の大増大期につづきタニシのピーク

とシジミの小ピークが出現する。1930年代の後期から

1940年の初期には，カラスガイの大ピークにつついて

タニシの1⊥｛が現われ，やがて1945～1947年の闘の3者

の大減少期を迎える。こうした経過よりすると，1940

年代の中頃までは，シジミとタニシは棺反的な関係が

顕著で，rピーク蒋期のズレがみられる。カラスガイの

増大期の1933～1940年の醐には，シジミとは細心的

な，タニシとは平行的な増減関係がある。戦後は1950

年代の初期に3巻興に増大期が一致して現われる。以

後はタニシが常に優位を保重し，シジミ，カラズガイ

には泡立つピークが出現しないので，相互の増減関係

は確認し難い。

　以上は輿殼付着口強量でみた桐互関係の寵述である

が，Fig．7でみるように軟体部のみの璽量の種壷の関

係もほとんど同様である。異なる点は，カラスガイの

大増産期にみる1933～1940年のピークの高さが著し
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く低くなっていることであろう。

　次にF19．8により貝類の漁獲量の種別の酉分率の

経年の変動を，殼付の場合（図の下段）と軟体部のみ

の場合（図の上段）と比較すると，荊者は売春に比べ

カラスガイの占める率が揖立って減少している。これ

はカラスガイが飽の2種に比べ貝殼の占める重量の割

含の多いことによる。

　この百分率からみた貝類の優占種を年代順にみる

と，1920年代中頃まではシジミ隣代ともいえる80％以

上を占める高率であるが，1930年前後はタニシとシジ

ミの両種がほぼ同率でタ轟シ，シジミ時代を尋出する。

その後1933～1940年の關はカラスガイ独占優勢の期

闘で，軟体部重量でさえ40～80％に達する。1943年以

後は現在に蚕るまでタユシの優占が保持されるが，殊

に1958年以降は軟体部重量では90％以上がタニシで

ある。最近10年闘ではタニシがシジミやカラスガイを

はるかに凌駕し，穀付でも70～80日置占める。

　各種具頚の薫分率の最高値と最低値とそれぞれの年

をTable　3に示したQ

　エビ類の漁獲高の経年変化は，4一1におけるFig．1

の説明のとおりであるが，F19．1の回議盛の5倍に拡

大した図をFig．6の上段に示し，戦後の僅小漁獲量の

増減を明確にした。

4－6．各種漁獲物量の階級別董量における年数頻度

　既述した各種漁獲物の経年変化を，一覧できる図に

して示したものがFig．9である。この図は漁獲重量を

εonと単位としてく0．1，0、1～1，1～ユ0，10～50，

50～100，　100～200，　200～3GO，　300～400，　400～500，

500～600および＞600の11の階級に区分し，姦年毎

に各種の漁獲物恥をそれぞれの階級の識別標で示した

ものである。更にこの図から各種漁獲物について，経

年晶晶における重量階級男ilに示された年数の欝分比を

二二したものがTable　4である。

　これらFig．9およびTable　4によれば，魚類全体で

は年闘200～300毛◎難の漁獲高の年が，70余年闘中に

30％近くあり，200～400to財こ拡げると55．5％に達す

る。貴類では王00～200tonの年が最も多く23．6％を，

エど類では1～10tonの年数が最多で33．3％であり，

次いで10～5◎％が29ユ％である。

　次に各種魚類では，く0．1to難に最高の年数を示すの

はアメノウオ，アユであり，カマツカとウグイはα1

～1．侃。登である。ナマズ，タナゴ，モツゴ，ヒガイ，

オイカワ，ゼジョウ，ウナギおよびハゼは1～10tonの

年数が最も多く，タナゴの32，2％からドジョウの85．4

％の範囲に入る高率である。コイは10～50to嶽の年

が68．0％を占め，諏訪湖で最大の漁獲物貴を示すフナ
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とワカサギは100～200tonの階級にそれぞれ44．4％

および薦．2％が集中する。

　貫類ではタニシが50～100ton，シジミが10～50

£on，カラスガイが1～10£onの階級に最大の年数を示

し，それぞれ40．3％，292％および51．6％であった。

　さて，Fig．9やTable　4に示した階級巾は，漁獲高

全毅を晃て階級値を適当に定め，漁獲貴の実高を明確

にしょうとしたものである。したがって階級値に人為

的な要素が加味されていることは否めない。

　それで，直接には漁獲高は示されないが，各年毎の

漁獲量について各種漁獲物の否分率を算出し，階級値

には〈1％～＞90％の聞に10％毎の11の階級を設

定して，各階級を識別する標で経年変化を図示したも

のがFig．10である。この図から，更に各種漁獲物につ

いて経年期闘における各階級に示された年闘数を百分

地で示した結果がTable　5である。

　F19．10とTable　5によれぽ，経年期閾70余年間に

おける毎年の漁獲貴のうち，魚類群の水揚げ量が60

～70％を占める年の回数が最も多く約39％あり，貝回

では20～30％の貴を占める年が最も多く約30％であ

り，エビ類では1～10％の琶のとき51％の年の圓数を

えた。

　魚種別では，経年期問を通じて毎年1％以下の漁獲

：量しかないものは，アメノウオ，アユ，ウグイなどが

あり，90％以上の年圓数のものにヒガイ，ドジョウ，

46～磁％の御数を示すものにタナゴ，ハヤ，ハゼが含

まれており，結局毎年の漁獲高が1％以下の魚種が最

も多数である。1～10％の漁獲髭の最も多いのは，ワ

カサギ，ナマズ，モツゴ，コイ，ウナギでその年圃数

の頁分比は21～88％の範翻であり，21％のワカサギを

除外すれば54％以上の高率である。ワカサギは全魚種

中年回数の散らばりが最も大きく，10～20％の貴の階

級でも19％を示し，7◎～80％の階級にまで及んでい

る。10～20％の燈の階級ではフナが登高瞭の37．5％の

饅数百分比をもち，散らばりも1～60％までのワカサ

ギに次ぐ広さを示している。

　貝類のうち，シジミとカラスガイは1～10％の：量階

級に，タニシでは10～20％の階級に最も高い約50％の

年回数率を示し，散らばりの巾もワカサギ，フナと潤

等の大きな分布巾を示している6



Table 4. Frequency <%) table of number of years in each weight class of annual amounts of each kind of

     from 1917 to 1978.

commercial fishes in Lake Suwa

ton <O.l O.l-
l.O
1--
IO
lO---

so
se---

1OO
loe--
200
200-
300
300--
400
400-
soo
500-
600
>600

Fishes
Moliuscs
Shrimps 4.2l3.933.329.ll.4l8.l

l
l
8
.
0
1
6
.
7
2
3
.
6

13.9
2.8!8.29.226.46.99.7 6.9

l2.54.22.88.3
0neoyhynehus
PZeeogZossus
Hypomesus
Pa"asiZuyus
PseudopeTiZ.Rhodeus.
Gnathopog.Pseudoyasb.
Pseudogobio
SaveoeheiZiehthys
Ti7iboZodon
Zaeeo
CaMassius
Cyp?inus
Cobitidae
AnguiZZa
Gobiidae

37.536.l26.4
i6;:i;7K3.36.4

25.822.6SgLZ6.538.7S4.8

4e.742.6l6.7
9.831,l55.7
ll.771.7l6.7
2.8l9.443.1

3.287.l9.7

11.385.43.26.915.3IZL,-f!-26.3
4.427.464.53.2

20.868.0l.49.

16.121.045.2l2.94.8

7

9.79.7

3.3

34.7

16.744.423.66.94.24.2

Viviparidae
Corbiculidae
Unionidae 8.l51.6l6.1

i.68.129,O40.319.3i.6
1.44.222.229.211.1l3.78.38.3l.4
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Table 5･ Frequency (%) table of number of years in each percentage ciass of annual ameunt of each kind of commercial fishes in Lake Suwa

     from l917 to i978.

e
!
o <1

1---

10
10-
20
20-
30
30-
40
40-
so
50-
60
6e-
70
70--
80
80-
90
>90

Fishes
Molluscs
Shrimps 30.5Sl.412.S5.6'

9.722.231.9i6.78.3S.65.62.82.81.49.79.738.99.71.78.3

100.0
loe..o

100.0

4S.2S4.8
46.940.69.3
29..O71.e

21.0lq-.411.317.79.79.78.13.2

OneoThynehus
PZeeogZo$$u$
Bypomesus
Pax)asiZuTus
P$eudopeT,Rhodeu$.
Gnathopog.Pseudovash.
Pseudogobio
SaZeoeheiZiehtkys
TptboZ,odon

gaeeo.
Cax,asstus
Cypur7anus

Cobitidae
AnguiZZa
Gobiidae

100.0
9S.24.8

S2.84S.8l.4

93.S22.4
43.1S5.51.4
64.S3S.5

87.512.5
13.937.S23.69.713.9l.4

Viviparidae
Coxbiculidae
Unionidae

8.348.622.2
27.453.24.8

8.32.84.22.82.8
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5．漁獲物出荷金額高の経年変化と考察

　まず，禺荷金の総額と各種漁獲物別の臨荷金や総額

に対する百分比を明らかにし，また種類携の繊荷金高

の増大年の前面関係や階級男i雛i荷金高に対する種類溺

の年数頻度にもふれる。

5畷．出荷総金額高，魚類，貫類，エビ類の金高の変遷

　Fl霧．11にみるように，貨幣｛謝直の変動のため，グラ

フの縦韓】の金額〔の単位を，1895～1914年の闘は1万円

きざみで10万円まで，1917～王945年の闘は願盛り巾

を1擁とし10万円きざみで60万円まで，1946～m78

年の年間は国盛り巾を1917～1945年の欝盛りの巾の

1／250とし1，000画きざみで15，000万円までとして

がした。

　いま，Fig．11に示す出荷金総額の経年の変動経過

を漁獲総量のFig．1に示されるそれと対比しながら

説明すると次のようである。すなわち，1895～19錘年

の醐は，金高も漁獲量も総髭のみの記録しかないが，

金額は1898年までは2万円前後であるが，1899年に

約3．5万門に急騰し以後6～7年關は安定している。

これに対し漁獲高は金額の急騰年の1899年には，その

年まで約4GG£o簸のものが約／，2GG毛onとなり3倍強

に増大する。しかし翌年の1，900年には急落して以後

500～600tonとなり，漁獲高の三二は金額にはさほど

の影響を与えていない。1907～1914年の問では，8年

ll＝llに約3．5万円から約7万円の2倍に増額するが，漁

獲高は1907年の約500毛。簸から王909年の750tonの

L5倍の急増と1914年へ向けての下落があるが，総金

額にはそれに見合う変動は裂1：1ていない。この点につい

て，1905薙から記録されている魚類，翼類およびエビ

類の漁獲量の変動と対姥させると，1909年の漁獲高の

増大は，以上の3潜の揃っての急増の結果であり，以

後の下落は主として興類の減少が1黛因となっているこ

とからして，総金額よりすれば，価格の低い貝類の増

減はあまり影響がないことから生じたものである。

　1917～王945年の期【1＝i費こおけるlil鎚金総額の変動は

著しく，大きなピークとしては1923～1927年のものと

1941年の前後があげられ，小ピークは1918年と1945

年にみられる。そしてこれらの増額期闘や年は，魚穎

の愛盛額の変動とほぼ平行的関係を持っている。そし

てこの期間での最高総額は約48万円（王925）である。

一方漁獲量の総量の変動を対比すると，漁獲量では

ピークが4回あり，それぞれのピークの頂点の年は

1917年，1925年，1934年および1939年であるのに対
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し，金額のピークの頂点の年は，漁獲高のそれらより

1～2年遅れるものは1918年と1941年であり，一致

するものは1925年である。そして漁獲高にあって金額

にないピークの年は1934年，その逆の場合は1945年

である。このような両者のピーク頂点のズレや遅れも

しくは金額のみのピークなどは，～つは貝類緬格の安

値もあろうが，物量と物価の相反関係や，インフレに

よる貨幣髄値の低下も考慮に入れる必要がある。

　1946～1978年の聞では，全般的にみて1946年を最

低とし1968年，圭971年および1976年のわずかの下落

年はあるにしても，1978年までは上昇の一方の単調な

変動経過であるといえる。したがって，この期間の最

低総額は1946年の約250万円であり最高は1978年の

約15，000万円である。そしてこの｝二員荷総額の変動は魚

類金額の増減に全：面的に左右されている。以上の金額

の変動様相に対し漁獲高のそれは著しく異なり，その

経年変化は1962年，1968年および1970年に見られる

低いピークを中心として，全体が中高でゆるいカーブ

で両側に下降するというものである。このような出荷

金総額と漁獲総量：の経年変動の相異は，主として終戦

以来現今に至るまでの貨幣擁値の下落によって出現し

たものである。なお，繊荷金額の下降の年である1968

年，1971年および1976年は，魚類の不漁年に嶺ってお

り漁獲量も少ない。

　次に魚類，舞舞およびエビ類の1ま1荷金額高の変化を

みると，魚類の金額高は常に他の2者のそれより著し

く勝る。それに対し貝類とエビ類の金額高は互いに優

劣を繰返す。すなわち，1905年～1914年越間の最高1直

を魚類，和与，エビ類の順であげると，それぞれ約4．

5万円（1908），約1万円（1914），約1，6万円（1913）

であり，19王7～1945年の闘ではそれぞれ約48万円

（1925），約4．7万円（1918），約7。2万円（1926），1946

年以後では約1，400万円（1978），約騒0万円，約410

万円である。

　以上のごとく魚類，貝類およびエビ類の出荷金高の

変動経過の相互関係に比べると，漁獲貴のそれは複雑

である。

　このような魚類，貝類およびエビ類の繊荷金額高の

増大期およびそのど一クの頂点と，漁獲盤におけるそ

れらを対比するために，Fig．12を作図した。

　この図によれば，魚類とエビ類では，金額の増大期

と漁獲の増量期の関係は密で，両春のピークの頂点は

～致もしくは接近して出現することが多い。一方貝類

は漁獲増量期に必ずしも金額の増大はなく，その逆の

場会もしばしばみられる。1978年の繊荷金増額年には

魚類，貝類およびエビ類の3者共に漁獲は増鍵してい

ない。

　次にFig。11に示した出荷金額の経年変動を単純化

して，魚類，貝類およびエビ類の出荷高の推移を明ら

かにするために，総額に対するそれぞれの百分率を求

めた。その図をFig。13の下段に示した。

　この図によれば全経年期聞を通じて魚類が優位を保

ち，貝類とエビ類は極めて轡型な劣位を継続しており，

最近ではほとんど無に等しいことが半糊する。いま，

この全期閥における最：高と最低の百分率とその嵐現年

を示すとTable　6のようである。飛9ほ3とTable　6よ

りすれば，魚類は全期間65％以上の出荷金高を保持

し，最高年は99％という高率である。これに対し貝類

とエビ類は最高でもそれぞれ28％および24％にすぎ

ない。特に注員されるのは貝類で，その漁獲量の最盛

時には80％前後（Fig。2下段の貝殻総重量）の重豊比

を示したのに比べ，出荷金高の低率が著しい。

　百分率の経年変動の経過をみると，魚類は1905年以

来1944までは60～90％，畏類は1～28％，エビ類は1

～24％の範囲であるが，1949～1968年では魚類は82

～95％となり，貝類とエビ類はそれぞれ4～12％およ

び〉エ～7％に低下し，1969年以後の年は魚頚は95％

以上であり，娯類とエビ類は最：高で5％および3％で

ある。

5－2。各種魚類の出荷金額寓の変遷

　漁獲燈と同様に，lfl荷金額高が魚種により大差があ

るので，魚種を四つのグループに分け，グラフの金額

高の臼盛り巾に差をつけて経年の増減を明確にしょう

とした。またFig．11のように年代による貨幣価値の

変動を組み入れて，1895～19盤年，1917年～1945年お

よび1946～1978年の3國の閣盛り巾の調節を併せて

行った。

　Fig．14では1905～1914年の間は1万円き「ざみで蓑

わしたが，1917～1945年の闘は1／5に昌盛りを縮少し

5万賢きざみとし，1946～1978年の円は1917～1945

年の自盛りのV25Gとし1，GGO万円きざみで示した。

　フナ，講イ，ワカサギ　Fig．掻にみるように，1905

～1914年はワカサギの移殖放流のはじまらない年闘

であり，フナは常にコイに勝り，最高瞠はそれぞれ約

1．8万円（1908）と約し1万円（1914）である。狛17

～1945年頃は，ワカサギ，フナ，コイの3種の優劣が

交互に変る期闘で，1924年まではフナが，それ以後

1930年頃ではコイが，1935年以降はほとんどワカサギ

が繊荷金額の優位：に立つ。ピークはフナが約10年間を

はさんで2圃，コイは1騒，ワカサギは1939年以後2

回あり，それぞれの最大値は約1婆．1万円（1923），約

12．1万円（1925）および11．0万円（1％1）である。こ
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Tab茎e　6．　Maxlmum　and　Inlnimu田values◎f　percentage　of　annual　amounts　of　money　for

　　　　£hrec　groups　of　commercia匪fishes，　each　k圭賑d　of　o捻ly　fis垂｝es　a漁d　of　o鎗ly　r嶽ol翌uscs圭n

　　　　Lake　Suwa　from　1905　to　1978．

Max． Nin．

宅　　　　Date 宅　　　　Date

窓 Fishes 99　　　　　1948（S．23） 615　　　　　1943（S．18）

ρ
○
MOllUSCS 28　　　　　1943「s．3．8） く1　　　　　1948（S．2：3）

卜 Sh：rimps 24　　　　　　1912〔温，45） く1　　　　　1948（S，23）
伽oo博聞。㍑8　　　　　） 10　　　　　　190　　琶．3 《1
pZθ00ζ7ZO8S8㍑S　　　　　t，層

く1

吻ρo襯θs祝8 89　　　　　1974（S．49） 4　　　　　　1923（T．12）

Pαm8ゼz拐蹴ε 6　　　　　1918（T．　7） く1
σηα擁OP・PS劒dorα3わ・ 9　　　　　1966〔S．41） く1

の
Φ
淵
の

Pεθ祝ゴOPθ孔！脇。ゴ磁s

o8θ滅090わZO
12　　　　　1936（S．1】．）

@1　　　　　1923（T，12）
く1

州
臨

5αr（300んθ乞（地がZン8

秩唐墲盾yodoη

5　　　　　1922（T．11）

戟@　　　　l923（T．12）

＜1

Zα0（30 8　　　　　　1923（T．12） く1
　　　　　　●純ｿ：Pα8sz㍑s 44　　　　　　194S（S．20） 4　　　　　1977（S．52）

oンρ％朋s 38　　　　　　1927（S，　2） 3　　　　　1967（S．42）

Cobitidae 4　　　　　　1938（S．13） く1

肋9麗zzα 36　　　　　　1906（｝・蔓．39） く1
8 Gobiidae 21　　　　　1942（S，17） くユ．

の
瓢
一
囲

vivinaridae　　　　オ

borbiculidae
99　　　　　1944（S．19）

X9　　　　　　玉923（T．12）

《1　　　　　　1917（T．　6

モP　　　　　1944（S。19）
2
，
｛ し｝nionidae 70　　　　　1940（S．15） く1　　　　　1944（S．19）

れらのピーク年を漁獲高のそれら（Fig．3）と対髭する

と，フナは全く一致し，コイは金高は漁獲高の最大年

より董～2年萌に，ワカサギは1年後に最高額がある。

　1946～1978年の期間は，最初の年からllLl荷金額にワ

カサギ，フナ，コイの順でその差が明確にされ，ワカ

サギは他の2種との差を年と共に拡大し増額してい

く。フナとコイは1973年まではフナが優位であるが，

1974年以後は両者が圃額またはロイが勝るようにな

る。この期間における最高出荷額は，ワカサギは約12，000

万円（1974），フナは約1，500万円（1966），コイは約

900万円（1976）である。これらの最高｝ii萄高の年を漁

獲高のピークの頂点の年と対比すると，ワカサギとフ

ナは金高は漁獲高のそれより1年荊，コイは同年であ

る。

　Fig．15は，1905～1945年の闘はFig．14の1917

～1％5年の金高闘盛りの2借とし，1％6～1978年の間

はFig．14のそれの12。5倍に拡大してある。

　ウナギ，オイカワ，モツゴ，タナゴ，ハゼ　王905～1914

年では，ウナギ，オイカワ（ハヤ）のみが記載され三

種の金高の差はあまりなく，前老が最高1。2万円，後

者が約1万円で，回覧的な増減経過を示す。

　1917～1945年では，ウナギの1923～1926年の大増

額期（最高約5。5万門）と1％2年を中心とした小増額

期（最高約2．3万円）の2測の山があり，ハゼ頽の山

はウナギの2園醒のそれと重なって1942年（約4．5万

円）に1四出現する。オイカワ（ハヤを含む）とモツ

ゴ（モロコを含む）はウナギの1回饅の増額期とほぼ

同期間に出荷額が増え両種共に1923年に最高額のそ

れぞれ約2．g万円および2．6万円を示す。オイカワは

以後低下するのみであるが，モツゴは1940年代に更に

2園の小ピークがみられる。タナゴは1943～1944年に

やや増額するが金高は少ない（0。2万円以下）。

　1946～1978年では，ウナギは1949年を最高（約260

万円）に多少の増減をしながら下落の一途をたどる。

オイカワは最高額でも80万円（1951）を越えずゆるや

かな変動をつづけ減少する。モツゴはエ946年から

1960年にかけて増額し，以後は1970年までは200万

円を中心に増減を繰返し，1972年には急騰して約480
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万円に達する。しかし翌年から急落し1978年には約

180万円となる。ハービ類は200万円以下に常に低迷し，

1949年，1955年および1978年の三つの上昇期がある

が，最高額は約180万円（1955）である。タナゴぱ1951

年以降漸増して1966年に急昇し最高額は約600万円

に達するが，翌年から急落し1968年には10万円以下

となる。

　以上の魚種の嵩荷額の増額期やその頂点と漁獲墨の

増大期の｝：｝＝i現期を，Fig．15とFig3およびF19．4で対

姥すると次のようである。ウナギでは1917～1945年の

期間に｝：最現する金額の2國のピークのうち，1925年の

頂点は漁獲高のそれより1年筋であり，オイカワでは

1923年で爾者が一致するが，モツゴでは金額の1923

年の頂点より2年早く漁獲高のそれがみられる。ハゼ

類は1952年の金額の頂点より1年前にズレて漁獲高

のそれが来る。1946年以降では，ウナギ，オイカワは

漁獲高が少なく爾者の関連は明確にしえない。～方ハ、

ゼ類やタナゴのそれは判然としており，ハゼでは1949

年と1955年の金額の増額期は漁獲高の増大期の頂点

と全く一致し，タナゴでは金高の最高年より3年前の

1963年に漁獲量のそれがみられる。

　F19．16は1905～1％5年の金高の貝盛りは，　Fl経14

の王905～1914年のFig。16の繕盛の嘆借に，1946

－1978年はFig．14のそれの12。5倍に拡大してある。

　ヒガイ，ナマズ，ドジョウ　1917～1945年の間では，

ヒガイは1926年（約し5万円）を頂点とする大きな山

と，1938年の小さな山と2回の増額期が，ナマズでは

1918年，1928年および1942年の3園あり，1％2年が

最高額（約1万円）である。ドジョウには判然とした

ピークが2回で，1926年（0。85万円）と王940年で荊

者の方が高い。

　1946年以後は，ヒガイは1961年（心髄0万円）を頂

点とし謡物の年にゆるい下降線をたどる幽を作る。ナ

マズは1946年より漸増し1978年に最高（約130万円）

となる。ドジョウは1963年までは約40万円を．と限に小

さな起伏をするが，それ以後は急上昇して1978年には

最高額（約410万円）に達する。

　以上の魚種の繊荷金高と漁獲高との闘の増大期の相

互関係をみると，ピークの頂点はヒガ《では全て一致

し，ナマズでは王918年と1928年が，｝ごジョウでは

1926年が金高と漁獲高の頂点が重なるのみである
（Fig．16，　Fig．4）Q

　FIg．17では1905～1945年の間の金高の欝盛り巾

は，Fig．17，　Fig．14のそれの10倍，玉946～1978年は

250倍で示す。

　アメノウヲ，カマツカ，ウグイ　アメノウオは1905

年の増額期から1914年まで急落するが，1917～1％5

年の間では1928年以後10年間はほとんどの年が0．3

万円を僅かに越える嶺荷額の急騰を示す。しかし以後

は嘆00円以下に低落していく。カマツカは1926年まで

は急昇して約0．35万円となるが，翌年から急下落して

1928年以降は常に600円を下廻る。ウグイは多少の増

減はあるが，漸次増えていき1923年のピーク時には約

0．3万門となる。以後は1928年にかけて下降線をたど
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り，その年から後は500円を越えない。

　19妬年以後ではアメノウオは．1954年，1958～1959

年および1970年に顕著な増額期があり，最高は1954

年の約20万円であるが，最近5年間は0．3万円以…ドで

ある。カマツカは1955年に最：高額（約嘆．5万円）がえ

られるが，．能の年は大体2万円以下で，最近では市場

に出ることが籍になっているQウグイは終戦前後の3

～4年間は僅かな売上げし．かないが，1960年代前半の

低額期を除外すれば，常に5万円有i∫後の出荷高を示し，

1976年からは急激に増額し1978年には約28万円の最

高値に達する。

　以上の魚種の出荷金高と．漁獲盤のピー：ク蒔の頂点を

対比すると，アメのウオでは1945年までは前者の増額

年が後者の増大年により遅れて現われるのに対し，

1946年以後は両ビ唖．クはほぼ一致する。．カマツカ，ウ

グイでは11945．年以前は，金額のピー．クが漁獲高のぞ
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れらより，カマツカでは先に，ウグイでは後にみられ

る。1946年以後は三つの魚種共爾者の増大年が一致し

ている。

　上述した各種魚類全体についての，出荷金高の増額

期と漁獲高の増大期の関係を明示したものがFig．12

である。これによれば，両者の昆較的一致して現われ

る魚種は，アメノウオ，ワカサギ，ナマズ，モツゴ，

カマツカ，ヒガイ，ウグイ，フナ，コイなどであり，

残りの魚種は漁獲増大期または串荷金増額期が単独で

出現した1り，ピークが甚だしくズレたりしている。1978

年にはナマズ，モツゴ，ウグイ，ドジョウ，フナなど

の魚種は，漁獲増量を伴わない珪遺金のみの単独増額

をしている。

5－3．各種魚類間の出荷金額の増額年の相互関係

　Fig．14～17でみるように，金高の経年の変動は，貨

弊価値の高低に大きく左右されるので，漁獲高のよう

に年代に関係なくその増減を対比検討することは難か

しい。しかし，一応の蹴荷金額高の増減の推移を明ら

かにするために，各種グルー甥彗に分けて示した金額

高の目盛巾の大小にとらわれず，各種魚類の繊荷金増

刷士睨期の経年変化の経過をみると次のようである。

　1905～1914年の間では，アメノウオの金高の減少に

従い，フナ，コイが増える傾向を示し，ウナギは増減

を繰返し，ハヤは1911年を頂点として両側の年で減っ

ている。

　1917～狛45年の閲では，フナ（1923），コイ（1925）

の増額頂点に箭後して，ナマズ，アメノウオ（1918）

およびヒガイ，ドジョウ，カマツカ（1926）の各魚種

のピークがえられ，またフナ，ロでの増額期と岡時に

ウナギ，ナマズ，ウグイ，アメノウオ（1923～1925）

の増大頂点が璽なり，1927年にはワカサギが一時増額

する。1930～1938年の閲は大部分の魚種の1：Ll荷金高は

低い。1941年にはワカサギとフナの増額頂点につづ

き，ハゼとヒガイの一時約急増が1942年におこり，そ

れらが下令するのにつづいてワカサギ（1944），フナ

（1945）が再び増額する。

　1946年以後では，1948年頃までは全ての魚種の廷i荷

金高は低迷しているが，以後はフナ，ワカサギの漸増

に対し，ウナギの1948年の急増額と以後の漸減，アメ

ノウオの19斑年を頂点とした山，タナゴの1966年と

モツゴの1972年を中心とする増額期がある。ワカサギ

とドジョウは1960年代後半より，ウグイは1970年か

ら1978年へと飽の魚種に比べ異常な急増額をつづけ

ている。

　以上の魚種携の出荷金額の推移を簡略化して示すた

め，各年の出荷総額に対して各魚種毎の金額の霞分率

を求め，図化した結果をFig．18に示した。すなわち，

1905～1914年間はフナが約30％コイ，ウナギ，オイカ

ワが約20％の出荷額率の年代であり，1917～1922年聞

は，フナ約40％，コイ，ウナギが約15％ワカサギが約

10％を占める。エ923～1930年閥の鐵即金増大期では，

コイは30～40％とワカサギの20％の増額に対し，フ

ナ，オイカワの減額が目立つ。1930～1938年の繊荷総

額の減少期には，ワカサギが30～40％，フナ約30％，

モツゴ，ウナギが約10％である。1939～1943年の短期

の増額期には，ワカサギ30ん40％，フナ20～30％，ハ

ゼ1G～20％で，ワカサギの出荷金の増額が本格的とな

る。1944～1948年の減少期には，ワカサギ50～60％，

フナ20～30％で爾種が総額の大部分を占め，他の魚種

は5％以下（ウナギ，コイなど）となる。1949～1968

年間はワカサギは約40％から約60％に増額し，逆にフ

ナは約30％が約20％へ，ウナギは約10％のものが約

1％へと減額する。コイ，タナゴはこの期聞の中頃か

ら後半にかけて5～10％の出荷金率を示す。1969

～1978年忌はワカサギの出荷金額が70～90％に達し，

反面フナは15％から5％へ急減し，コイも約5％を保

持するのみで，他の魚種に歪っては合計金高でも5％

以下になる。

　以⊥£の魚種鋼の禺荷金高衛分率の経年変化図の

Fig．18を，魚種溺漁獲量葺分率の変遷図であるFig．5

と対比すると，出荷金額麟は漁獲董図に比べワカサギ，

コイ，ウナギ，ナマズ，ヒガイなどの占める割合が拡

大され，逆にフナ，タナゴは縮少し，変化の急ないの

はオイカワ，モツゴ，ハゼなどである。

　なお，魚種溺の経年期闘における出荷金高の酉分率

の最高値と最低纏およびそれぞれの繊現年をTable　6

に；下した。

5蟻各種貝類の出碕金額高の変遷と増額年の相互関係

　タニシ類，シジミ類，カラスガイ類の種属別の出荷

金額高の経年変動の経過をFig．19に示した。このグ

ラフの金高の毯盛りは，1905～19妬年までは1万円き

ざみで書かれているが，1946年以後は貝盛り巾を1／

100に縮少し100万円きざみにしてある。

　Fig．19をみると，1905～1914年間はシジミの記載

だけであり，それは年と共に増額して王905年に約0．6

万円が，1914年掛は約1万円となる。1917年から1930

年代の中期までの年闘の増減巾は大きく，1927年には

約5。7万円に達するが，その後急落して1930年中陣こ

は約0．2万円に下落する。1942年置一三増額し約2万

円を記録するが19妬年までには再び急下降する。タニ

シは1917～1939年間に0．3万円を越えないが，以後は

上界し1943年に約2．6万門まで増額する。その後は急
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降下で1945年には約0。25万円にまで落ちる。カラス

ガイも1917㌣1936年までは0。3万円以…ドの出荷金額

で低迷するが，以後急昇して1939年に約2万円に達す

るピークを形成する。その後は下降をつづけ1945年に

は0。03．万閤にまで下落する。

　1946年以後は，シジミは年毎に増額し1951年には

最高値約220万円を示す。その後は1963年頃までは

100～200万円の範鵬を上下し，更に低下して100万円

前後を1974年までつづける。・1975年以後は再び上昇

し1978年には約王90万に幽復する。タニシはシジミと
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同様に1950年までに増額し約蔦0万円となる。しかし

翌年より急落し1960年初期には0，6万円以下の低額

となる。それ以後は上昇傾向で，1969年，1970年の両

年には約400万円の高額金高を示す。そして1973年に

向けて一時下落し約80万円まで落ちるが，再び上昇し

て1977～1978年には約300万円となる。既述した2種

属の貝穎の患荷額変動と対照的なものはカラスガイ

で，1946年以降1978年までの約30年間みるべき増額

期は全Gi残せず，1978年の約17万円が最高で，大部

分の年が10万円以下という抵い餓残高をつづける。

　以圭述べてきた条種興頚の縫騎金額の増減経過を，

それらの漁獲量の変動と対比（F19．19，　Fig．6）すると

次のようである。シジミでは1905～1917年1繍こは金額

め…ド降と逆に漁獲量が一ヒ寒し顕著な相反関係がみら

れ，その後1920年代の中頃までは平行関係を示すが，

金額のピーク年の1927年は漁獲高の急ド降期の歯群

部の年に当たる。1942年に衝者の増大期は合致する。

1946年以後は出荷高の増額年と漁獲高の増量年は比

較的岡じ年にみられることが多いが，漁獲高が僅少で

あるので明確な結果はえにくい。タニシ類では，1945

年までの期闘に漁獲高の山が1920年代の後半と1930

年代の中頃および1942年に臨現するのに対し，金額高

のそれは1942年の一年後にみられる1943年目増額期

以外は顕著な山はない。1946年以降では，金高のピー

ク年の1年および2年後に漁獲高のそれらが庸塊して

いる。カラスガイの漁獲量の最多期は，1933～1％0年

間であるが，1933年の最高漁獲年は勿論玲38年目で

は｝：ll荷金額にさしたる増額は認められず，1939年には

じめて漁獲高に見合う金高の山が出現する。1946年以

後では，シジミ同様に漁獲高も出荷金額も激減してい

るので，爾者の関連性はつかみにくい。

　一L摩した各種梨類全体についての，出荷高の増額年

と漁獲高の増量年の関係を簡略化して示したのが

Fig．12である。この図によればタ論シにおいて両老の

繊現年が最も一致または近接しており，またシジミは

戦筋ではタニシと同様な強者の関係があるが，戦後は

金額のみのピークが多くなる。カラスガイは1930年代

と1950年に両者の一致をみる。

　次に，各種貝類における嵩荷金額の各年の百分率の

推移をFig．13の上段図に示した。この図からすると，

1932年まではシジミが常に約75％以上の金高比率を

示すのに対し，タユシは多くても20％程度で残りはカ

ラスガイである。1933～1940年の期關はカラスガイが

25～70％をシジミが10～55％，タニシが最大30％を占

める出荷額率である。1942～1948年llllはタニシが55

～99％であり，他の貝類は著しく低率である。1949

～1964年の間はシジミが常に50％以上で最高80％の

出荷金を示す。タニシは18～40％の範囲を占め，カラ

スガイは1965年掛8％が最高で，他の年はいずれも

5％以．ドの出荷額である。

　上述の結果を，各種貝類漁獲高の百分率の経年変化

図のFig．8の下段図と対比すると，　Fig．13の出荷金

創分率の図では，漁獲高のそれに比べタニシとカラス

ガイは著しく少なくなるのに，シジミの占める割合が

激増することが顕著に表わされている。

　以上の各種貝類の繊荷金額唐分率について，経年期

間中にみられる最高と最低の飽を示すと，Table　6の

ようである。

5略．各種漁獲物金高の百分目階級における年数頻度

　70余年の長年月の闘には著しい貨斡冬擁値の変動が

伴うので，階級溺の轟轟金高を設定することは難かし

い。それ故に各年の各種漁獲物出荷金の百分率を算鵬

し，階級飽は〈1％から＞90％までの10％毎の簸の階

級を設け，階級別の識別標により各種漁獲物韻荷金額

高の経年変化を図化したものがF19。20である。この

図より更に各種漁獲物嵐荷金高の欝分比の価につい

て，各階級に示された年園数を百分比で示した結果が

’Table　7である。

　Fig。20とTable　7によれば，鼠：1荷金額のうち魚類の

売上率が80％以上を占める年が全期闘中60％もあり，

それらの年は終戦以後に集中し，特に1964年以後は

90％以上の売上高を示している。奥類は1～10％のしヒ1

荷金高の階級に約60％の年が集「｛コし，1～20％に階級

を拡げると90％以上の年となる。そして，10～20％の

売上高の年は1920年以蔚に集まっており，終戦（1945）

後には全くない。エビ類は，1～10％の金額階級に約

50％の短調数を示し10～30％では約40％の年が入る。

20～30％のlli謝金階級の年は1914年以荊の年のみで，

1928年以降は10％を越える撮荷金の年は皆無である。

　次に，各種魚類では楓荷金が1％以下の年が80％を

越える魚種は，アメノウオ，アユ，タナゴ，カマツカ，

ウグイである。以上の魚種のうちアメノウオは1

～10％の繊恩金率に入る年はすべて1914年以筋であ

り，タナゴは1950年中頃から1960年の中期までの間

である。1％凱ドの撒荷金忌め階級に最大年虚数をも

つ魚種は，以上の外にヒガイ，ハヤ，ドジョウ，ハゼ

がある。ヒガイでは王939年以前には1～10％の階級が

多いが，1940年以後は金て1％以下であり，オイカワ

は1～20％の｝＝1二！荷金率の年は1940年以荊がほとんど

である。ドジョウとハゼは1～10％の繊荷金率の年は

筋者では，1927～1940年，1966～1978年の1隷こみられ，

鯉濃では1940～1962年の關，残りの年は全て1％以下
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     Suwa from l917 to 1978.
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の年である。

　繊荷金高の1～10％に最大の年回数をもつ魚種は，

ナマズ，モツゴ，コイおよびウナギである。ナマズは

1963年以後，モヅロは1942～1953年と1973年以後の

年はほとんど1％以下の金額階級の年である。ウナギ

の金額が10～30％を占めるのは1926年以荊に集中

し，逆にi％以下になるのは王963年以後である。

　フナは繊荷金10～20％の階級に42％の年回数を示

し，10～30％に範囲を拡げると約78％となる。金額が

30～40％の高率の年は，1921年以前にのみにみられ

る。また10～30％の年は1922～1968年であり1
～沁％は1969年以後に多くなり年々減少傾向を示す。

ワカサギは全漁獲物中最高の40～50％の出荷金率の

階級に最大年画数（約20％）をもち，また散らばりの

範囲も広い。1～10％の金額を示すのは1926年以薩の

みで，10～30％になると1927～1943年の闇の年であ

り，40～50％では1949～1961年の問，50～70％は1艇4

～1948年と1962～工968年の間，70％以上は1969年以

後の年に出現し，年を追ってワカサギの出荷金額の占

める割合が増大してきたことを示す。

　貝類についてみると，タニシ類の金額が1％以下の

ときは年回数は50％，1～10％に対しては約48％が集

中し20～30％の年は1943年1圓のみである。カラスガ

イは金額1％以下に年回数の82％が集まり，1～10％

に属する年は1933～1943年の10年がその大半を占め

る。シジミは1～10％の金額階級に約57％の年四数が

みられ，10～20％の年は1920年以前章こその大半があ

り，1％以下は1960年代の中頃以後に多く，年々その

四丁金の割合を減らしていく傾向にある。

　以上の結果から，出荷金額の割竹は年々増大してき

たものは魚類で，減少したのは書類とエビ類であり，

魚類のうちでもワカサギのみが増大傾向を示し，他は

いずれも減少に向っているといえよう。

6．各種漁獲物の年平均単価の経年変化と考

　　察

6畦。各種熊類とエビ類の単価の変遷

　1905～1978年の聞の各種魚類およびエビ類の単摘

の変動の経過をF19。21，　Fig。22，　Fig．23に示した。い

ずれの図も漁獲物量kg当りの円で統一してあり，

1946～1978年間の金高の議丁丁は1905～王945年聞の

それの1／250に縮小して表わしてある。

　これら三つの図からすると，1905～1914年の10年
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闘は，各種の魚穎もエビ類も値段は安定しており，ウ

ナギは1円前後で最も高く，アメノウオは約0．6円，

コイ，ハヤ，エビの膿で安値となり，エビは最紙で約

0。2円以ドである。

　1917年にはすべての魚種の単価は0．9円以ドであ

るが，1920年代の中頃には高緯を示す魚種と値段の変

化の少ない魚種に判別され，前者はアユの約2円，ア

メノウオ，ウナギ，ヒガイ，ウグイ，モツゴの約1．5円，

ワカサギ，カマツカ，ドジョウ，コイの約1臼であり，

後者は0。2～0，6円の範閥の単lilliを示すもので，ハ・ビ，エ

ビ，オイカワ，フナの順で安催をつづける。

　1920年代の末期から1930年代の中期には，全ての

魚種とエビが一斉に下落して安僚となるが，それ以後

1940～1942年に向いほとんどの魚種が急カーブで上

昇し高値となる。しかもこれらは1943～1944年闘に一

時的に一斉ド落するが，1945年には1940～1942年の

高櫨に倍する異常な髄上りを示す魚種もある。いま，

1936年当特の緬格とそれ以後1945年までの10年闘

にみられる最高llll酪を比較すると，1936年目単緬は最

高のアメノウオが1．02円で，最高はワカサギの0。21

円であるが，1945年までには最高はナ’マズの7，80円，

最低はハゼの1．38円となり，その鰹上り倍数はナマズ

が最高で約30倍，15～20藩のものがワカサギ，コイ，

フナ，ドジョウ，オイカワであり，5～10倍はアメノ

ウオ，ビリンゴ，ウナギ，カマツカ，ヒ．ガイ，3～5

倍がアユ，タナゴ，モツゴ，ウグイ，鞍シノボヲであ

る。またエビは約11倍の値」二りである。

　終戦時の1％5年から翌年の1946年にかけての1年

閥の値上は特に著しく，1946年の単価の最高値はウナ

ギの48。0円，最低緯はフナの19．9門で，全魚種とエ

ビは一年の間に2，8～19．2僑の値上げとなった。その

うち10倍以上の高騰をした魚種は，モツゴ，カマツカ，

ヒガイ，ウグイ，フナ，ハゼであり，これらの魚種は

1936～1945年のときの値上り巾の姥較的少なかった

ものが大部分である。

　1％6～1948年闘における最高値を魚種男ijにみると，

澱も高いのはウナギの339円であり安いのは55円の

フナであるが，この期闘の値上り率は2。8～王0，5借で，

5倍以上のものはアメノウオ，モツゴ，カマツカ，ヒ

ガイ，オイカワ，ドジ璽ウ，ウナギ，エビであり，終

戦当時に比べ値上り率はやや緩和されている。

　1948～1958年間の王0年間は，全魚種およびエビの

値段の安定した晶晶である。この期間中における単鯖

の最高値を魚種でみると，最大髄はウナギの353円，

最小値はハゼの118円で，1面格の低下を示したのはカ

マツカ，ヒガイ，ウナギなどであり，鰹上り率も以前
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に比べ著しく低い。タナゴの4。7倍，大型フナの3．5借

の高率値上を除外すれば，他の魚種は全てL4～2．4借

の範閉に包含される。

　1958～1968年の10年間は，単眼の上昇期に当り，フ

ナのみは安値をつづけるが，他の魚種とエビは1，7

～3．8藩（タナゴは16．1倍）の値上りである。この期

閾中の寄魚種の最高値を跳べると，最大はアユの658

円，最小は小型フナの131円である。

　1968～1978年の10年閲は前期閣よりも値上り率が

やや高まり，前期間に異常な高倍率で値上りし，嚢期

で値下りしたタナゴ以外は，全ての魚種とエビがL5

～4．3傍となった。各魚種とエビの最高値をみると，最

大はウナギの1，483円，最小は大型フナの229門であ
・る。

　以上の各種魚頽およびエビの単緬の経年変動の経過

をまとめると，Table　8のようである。この蓑は年代順

に記載されている期間内において，各魚種とエビにつ

いて単緬の最高値を最低値で除した値を示すもので，

マイナスの値は其の期闘に単価が下落したことを示

す。この嚢で見る限り，70余年期間中において，大都

分の魚種とエビの値下りのあったのは1926～1936年

のみであり，戦後では1948～1958年きこはモツゴ，ヒガ

イ，ウナギの値下りがあるが，その他の年代では一部

の魚種を除いて全てが纏上りをつづけてきているとい

える。

　また，大平洋戦争直蔚と戦中，戦争饒後の異常鱒上

りを除外すると，価格の安定した魚種は小型のワカサ

ギ，ナマズ，フナ，ハゼなどの安値のものである。

　さて，漁獲物の単fllliの値上り簸ドりは，漁獲物量の

多少に関連をもつものであるが，その事実を確かめる

ため各種漁獲物量の増大期と単三の高値時期とを対姥

すべく俘図したのがF童9，24である。この図によれば，

魚類の多くは1910年代の末期から1920年代と1940

年薦後のll寺期において，単幽の最高年は漁獲高の上昇

期またはその蔵前の漁獲量の少ない時期やピークの下

降途上にみられる。1945～1958年に出現する高値は，

インフレと漁獲鍵の著しい減少の影響によるものであ

ろう。1960年代にみられる漁獲高の増大期には，高纏

を示す魚種は少なく，むしろ滅少期に値遷りしている。

1970年置の初期と1978年遅｝11現する高値も，ほとん

どの魚種で漁獲量の下落年に当画している。

　エビ類では，1910年麓後の漁獲高の増大期には，こ

れといった単価の変動は見当らないが，1921～1926年

間の最大漁獲期の直前に当る1920年の減少期に1ま高

簸がみられ，以後はすべて漁獲高の少ない年は値上り

する傾向がある。

6喰．各種貝類の単価の変遷

　Flg．25に各種貝類の単髄の経年変動の経過を示し

たQ下段図にはシジミとタニシを示し，1946年以後の

単緬の9盛り巾は1905～1945年のそれの1／250に縮

少してある。また，上段の図はカラスガイで，単緬の

昌盛り巾は下段図の2倍に拡大してある。

　各藩類共興殼工員の単嫡と軟体部のみの単管の両方

が示され，カラスガイでは貝殻のみの単鱗も1937

～1944年閥にみられるが，これもkg躍りの円で統一

した。

　Flg．25によれば，1905～1914年間はシジミ（以後軟

体部と示さない限り殼付の艮を意味する）の記載しか

ないが，0．02円ではじまった価格が，1912年には0。09

円の約4．5倍に値上りしている。

　1917～1926年間では，最高と最低の差がシジミで約

8借，タニシで約13倍の急激な値上りが認められる

が，1926～1936年の闘では値下りをし，それぞれ最高

時の約2／5および約1／3の安値となる。タニシの軟体

部（ムキミ）は1925～1936年｝｛三llでは値下りして最高纏

の約1／10にまで低落する。すなわち，1917～1936年間

の最高値と最野瀬は，シジミでは0。24円（1927）と0．03

円（1917），タエシは0．13円（1926）と0．04円（1932）

であり，タユシ軟体部は0．27円（1925）と0．02円

（1928）である。カラスガイの最高と最低の差は，19王7

～1926年間では約6鰹で，最高は0，06円（1925）最低

は0．01円（1917）であり，1925年以後1935年までド

降する。

　1936～1945年闘には，すべての葦船が異常な値上り

と値下りを示す期闘で，1940～1943年闘と1945年の

急騰が霞立つ。シジミは0．13円（1936）から一気セこ0。87

円（1941）となり，つづいて1ほ2円（1945）の約9倍

の値上りをみせ，タニシもG．07円（1936）のものが

0ユ9円（1941）で約3藩の値上りである。タニシの軟体

部は0．06円（1936）が1。9円（1945）となり約32倍

の高騰ぶりである。カラスガイは1930年初期の最低簸

0．01円が，1936年遅り漸増傾向をみせ，1945年には囁

1．96円に達する。また，カラスガイの軟体部も同様な高

騰をなし0。08円（1936）が0．79円（1945）となり約

10倍の値上りである。

　終戦後の1945～1946年の1年闘は，筆付貝も軟体部

も畏類は全て一斉に4．0～9。6倍に急騰し，最高値はシ

ジミの8．9円，軟体部ではタユシの10．5円を記録し

た。

　1946～1948年間の3年閥の値ま：り率は，シジミ軟体

部の7．6倍を除外すれば，2．0～3．5絡にやや低下し，

最高値はシジミ軟体部の41円である。



Tabie 8. The ratios of maximum value to minimum oRe of anRual unit of price for each kind of fishes in nlne intervals of

     years of this table in Lake Suwa from 1905 to 1978. The minus marks indicate reductioR in price.
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Flg．24。　RelaもIQn　between撫e　lnαease　periods　of　annual　an霞ounts　of　all．klnds

　　　of　fis蝕es　and　the一盛crement　o…｝es　oξa韮｝nua韮u轟三t　of　pr至ce　for　t摯em　in．

　　　Lake　Suwa　from　1905亡01978．

　　　　一a鎮dOshow　the　i鑓crease　perl◎d　of　landi諺g　a湘臓ou蹴s　of｛ishes．．

　　　and　the　peak　year　in　it，　respectlve圭y．

　　　　．……and函show匙he　increme韮｝t　perloδof　a轟nual撒i亡of　price　for

　　　fishes　and　the　peak　year　in詫，　respect茎vely．

　　　　一…∴and　6）show　the擁crement　period　of．an鷺雛al　unit　bf　pr圭ce　for、

　　　soft　Part　of恥olluscs　and　the　pea｝くyear　in　it，　respect圭ve至y．

　　　　④shows　the　same　year　of　peaks　o．ξboth　fis熱amoun匙and　annual　u轟it

　　　of　prlce．

　1948～王958．年の10年闘での価格高低差は，タニシ

軟体部ゐ鰹下りの外は3．0～9．2倍の値上り率である

が，全般的にいって価格の安定期である。最高纏はシ

ジミ66円と．カ．ラスガイ⑳円の範囲にあり，軟体部で

はシジミi23円とカラスガイ92円の間に入る。

　1958～1978年潤では，タニシ，シジミが値上り傾向

が顕著であるのに，カラスガイは比較的安定しており，

1968～1978年闘に2．5～3．1箔のf匪li格差がある。最高

値で比べると；字ジミの3王3円（1978），タニシの178

円（1978）カラス．ガイの69円（1978）であり，軟体部

ではタ．㌣400・円（1978）・㍗ラ；・勉イ．2！6円（1975）

である：6．、

・以上の緬格の変動をTable　8でみる．と，値下りの…

斉にみとめられる年代は1926る1936年のみであり，以

後巾の大小はあっても常に値上りをしてきている。

　また，シジミの値段は経年期間を通じて常にタニシ

の約2倍高であり，カラスガイの2～3倍である。軟

動転ではタニシはカラスガイの2～4倍高であり，シ

ジミの軟体部はタニシの鱗格と同等かそれをやや上廻

る緯段である。

　Fig．24により貫穎の単三と漁獲鍛との1’詰…」における，

神上りと増大期の関係をみると，漁獲腐には1920年の

末期と1930年代と極端に高い1930年代の増大期があ

るが，単籔の最：．高．期は漁獲高増大期のピークの頂点と

一致せず，増大期の下降時期に出税している。戦後に

おける漁獲高と高値め関係頓ぽ同様で，鳶賭のピー
ク． Nρ）直箭かまた抹減少期に鰹上りしている。

6－3．．各種漁獲物単価の君esぽourと．Worsもfourの

　変遷．．．

．三二ように諮種離伽戦　・）欝の変動瀬
雑であり，また種類数も多いので，その推移の様構を

一見して判るようにする必要がある。それ故，年毎に

単lllllのBest£ourとWorst　fourを記号で蓑わし，簡

略化して単擁の変動経過を示すFig。26を作成した。
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Fig. 25. Transitions in annual unit of price for three familes of molluscs

(with shell and soft part) in Lake Suwa from 1905 to 1978.
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Table 9. Frequency (%) table of number of years of the best four orders and the worst four ones of annuai unit of price for

     each l<ind of commercial fishes in Lake Suwa from l917 te 1978.
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l
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2 3 4
<--"---------------"-------------"-p----p>

M
Best
2
or er
1

eo?yneus . 17.7･6.S 43.5 9 .7

SaZmo 66.6 33.3
PZeeogZossus 2.6 12.82S.6 2e.s 33 .3

Big 60.0 ls.olo.e s.o 10 .o
ffypomesu$ 4.8 9S.2

Smal1 loe.o
Paor?asiZuTus 9S.2 3.2 1.6
PseudopeTiZ.Rhodeus. 22.6 3.2 74.2
Gonathop.I'seudoor7asboTa. l.6 83.9 1.68.1 4.8
Pseudogobio 3.5 7.0 80.7 5.33.5
SaTeoeheiZiehthys 66.2 3.211.3 4.8 l4 .5
Tytbolodon 60.6 8.224.6 6.6
Zaeeo 90.3 8.11.6

Big l3.0 87.0
.Cavasszus 2.5 20.S 77.0

Srna1i 4.3 4.3 91.4
.Cyprznus 82.3 9.74.8 1.6 1 .6

CtenophaMyngodon 87.S l2.S
llypophothalmiehthys 33.3 2S.O 8.3 33.3
Cobitidae 11.38.l 3.2
AnguiZZa i4.S 14.58.1 22.6 4e.3
Chanua 100.0
MugiZ IOO.O
Gobiidae 8S.4 6.56.S 1.6
lvlpar2aeitse 39.0 .8 20.3 6.8 5.1

(softpart) 9.3 24.1 l8.5 l2.9 3S.2
Corbiculidae(withseil) l.6 4.8 25.8 30.6 37.1

(softpart) S.6 5.6 33.3 SS.6
Unionidae(withsell) so.o 38.7 6.S l.6 3.2

Csoftpart) 2.1 6.3 18.8 12.S 60.4

Shrimps S.5 8.3 4.2 44.4 2.813.9 9.7 9 .7
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　この図によれば，単傭iのBest　fourは魚類と近年の

エビ類に集中し，Worst　fourは専ら貝類に断われてい

る。この事実を明確にするため，1905～1914年の10年

閲を除き（漁獲種が少ないので）1917～1978年の62年

閲におけるBest　fourとWorsほ。訂の年囲数を各種

類毎に数え，その百分率を求めてたものがTable　9で

ある。この蓑から，最高駆馳を示すBest願位第1位の

年数はウナギが約40％で最も多く，次いでアユの33％

である。Best第2位はアメノウオが約44％で最も多

く，Best第3位は前出の魚種以外ではウグイであり，

Bes毛第4位はマスの33，3％最も多いが，年数が少な

いので問題がある。一方最低緬格ではWorst第1位は

カラスガイの約50％，タニシの約39％，レンギヨの
ち

33．3％である。Worst第2位は第1位の同種の漁獲物

であり，Wo織第3位はシジミが約26％，　Worst第4

位はシジミ軟体部の約33％が最大年測数である。

　単緬の経年変動の経過をBest順位第1位について

みると，1900年代から1920年代初期まではウナギが，

1920世代中頃までの7年闘はヒガイが，1930年代と

鎗40年代半ばまではアユまたはアメノウオが，それ以

後現今まではほとんどウナギが最高価格の魚種であ

る。エビ類は1920年初期まではWors巨。“rに名をつ

らねているが，1950年頃よりBe饒fourに入るように

なり，1960年中期より以後はウナギと交互にBest繁

1醜を分けあうようになっている。一一方娯類は経年期

間を通じて，殼付の貫は勿論軟体部でもBest　fourに

入ることはない。

　以上の結果から，魚類と垂頚の間には単価の1漸格に

差がありすぎて，岡列に扱うのは無理な点がある事が

判明したので，魚類のみの単liillについて，　Best　fo訂と

Worst｛ourの経年変化の図F19，26と年回数欝分比

蓑のTable　10を作成した。

　Fig．27でみるようにBest　fourは上述の結果と大

体同様であるが，魚類全般のBest　fourとWors£four

では次のようである。ワカサギは1917年から1930年

末までは，Worst第1～3位のことが多いが，1960年

以後では大型のワカサギはBestの第1～4位に入る

ようになる。タナゴは漁獲された期闘（1936～1971）

の大部分はWors£第1位：である。フナは1943～1946

年の間にBest第2位となるが，1905～1942年までは

Worst第1～2位，1942年以後の小型のフナはWors£

第2～4位が大部分を占める。レンギョは既述の如く

1968年以後1978年まで連続出荷されているが，常に

Wors宅第1日目ある。コイは1920年代初期までと

1940年代中頃から末期にかけてBest　f◎urに入るが，

1920年代の後半期と1940年代初期はWorst　fo獣に

入る。ドジョウは1950年頃まではWors巨ourに入る

年とそうでない年が半々であるが，以後はWorst　four

に入ることはなく，ときたまBest第3～4位の年が

出挙する。ハゼは1920年代中頃まではBest鉛urの第

2～4位を占めるが，1940年代半ば以後は　Worst

fo雛に入る年が多くなる。ナマズは1945年にBest第

2位になった外はBest　fourに入ることはなく，返っ

てWorst　fourに入る年の方が多い。モツゴ，モロコで

は1920～1926年關のみBest第2～3位であるが，そ
の後はWorst　fourに入る年がノ」・数みられる。オイカ

ワは1930年まではWors巨ourの年が多いが，それ以

後は全くなく小数の年は13esdo凱に入る。

　Table　10によれば，　Worst　fourに全く入らない魚

種は，アメノウオ，アユ，ウナギの3種であり，5％

以下の圓数しか入らないのは大型ワカサギ，ヒガイ，

ウグイなどである。一方13es巨ourにない魚種は小型

のフナ，ソウギョ，レンギョ，ヨシノボリで，5％以

下の闇数しかないものは小型のワカサギと大型のフナ

などである。1917～1978年の62年聞中Bes乞順位第1

位を占める年回数醤分比は，ウナギが約45％，次いで

アユの約36％であり，第2位はアメノウオの約47％が

最高率であり第3位はウグイの約38％，第4位は大型

ワカサギの35％である。一方Worstの順位第1位は

タナゴの約71％，レンギョの約38％，フナの約42％で

あるが，タナゴとレンギョは漁獲年数が少ないので闇

題がある。Worst繁2～3餓の魚種はワカサギ，小型

フナなどが20～30％の最大年口数を，第4位はナマズ

とソウギョが30～40％を示す。

7．漁獲量の経年変化に関連する諸事項と考察

7－L移殖放流

　ワカサギ　諏訪湖の漁業史上最も重要な影響を与え

たものに，1915年の霞ケ浦からのワカサギ卵の移殖の

放流がある。これは従来の諏訪湖漁業のあり方を大き

く変化させる転機となったのである。このことは，近

年における諏訪湖の漁獲高の70～80％までがワカサ

ギで占めていることでも半1る。この湖のワカサギの産

卵期は2～3月で六継句（上川）を遡上するワカサギ

を捕えて人工採卵するのであるが，ちなみに，1975年

には45臆粒，通常は40億粒を採卵し，そのうち20憾

粒は諏訪湖へ放流する。残りは全国各地の湖沼に移殖

されるというように，八高ではワカサギ卵の重要な供

給地となっている（白石1952，1957，名東1978）。

　こうして採卵放流されたものは，諏訪湖では1年魚

として12鍔頃までにその大半が漁獲されるが，2～3
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割は次年に2年魚として残る年もあるようで，逓常は

約9割が獲られるという。ワカサギの漁獲鍵と卵の放

流数の関係を見ると，1941年以前では放流卵数が少な

くても漁獲鐙がその割に多く，例えば1％0年薦後の年

では放流卵数が1億粒弱のときでもワカサギの漁獲高

は約140tonもある。これに対し1945年以後では，同

程度の漁獲量を示す1955年初は，放流卵数は5億粒を

越えている。このことは，1941年以前にはワカサギの

穂然繁殖の比率が，人工採卵放流に比し著しく大き

かったことを示唆するものである。それ故，ワカサギ

の漁獲蟻の増大は，その放流卵数の増か磁こ比例する傾

向があり，近年では20億粒の放流卵に対し約300ton

のワカサギ盤である。この事実は放流という人工補助

の上に立って，はじめてワカサギ漁業が成立っている

ことを意味する。ワカサギが産卵のための遡上の途中

で捕獲されるので，自然産卵数が少なくなることは当

然であるが，終戦後は河崩の汚濁により自然鯉卵の場

所が年々減少していることも確かで，残された僅かの

産卵地においても死卵数の率が高いことが明らかにさ

れている（名東1978）。従って今や人工採卵放流の継続

は，諏訪湖ワカサギ漁業にとって不可欠の要素となっ

ている。

　ウナギ　ウナギの放流は1932年頃より開始され，現

在まで継続しているが，1945年と1955年のみは記録

がない。そしてその放流箪と漁獲量の関係をみると，

！962～1963年を境界として，それ以前は放流量に対し

漁獲量も多く終戦前では毎年2tonの放流量に対し

8～王2tonの平均10　tonの漁獲鐙で，放流鍵の約5催

の二二をえている。終戦後でも0．5～L5　tonの放流が

なされ，放流量に比例して漁獲高も増加している。一

方1962～1963年以後は放流量に対する漁獲割合が急

速に減りはじめ，1965年以後では漁獲量が放流最を下

廻わることが多くなり現在に翌っている。このような

ウナギの放流蟻に対し漁獲量の著しく多かった1950

年代までは，天竜月1には未だ大型発電綱ダムが建設さ

れない頃であり，海からの遡上もあったが，ダム完成

と共に天竜耀本流に水流のない場所が処々に出現する

に及んで，その遡上は全く限止され，そのためウナギ

漁業はワカサギ同様人工的な放流事業に依存せざるを

えない有様となったのである。そして漁獲の減少は自

家消費を施すため，端場への繊荷が滅る結果ともなる

が，それ以上にウナギが底生魚であることと，近年急

速に富栄養化の進んだ諏訪湖の騒擾の水質や底泥質の

悪化により堅塁環境を破壊したことが，ウナギの生長

の抑鰯を引きおこしている原困の一つにあげられる。

現在ではウナギと共にナマズも放流に依存している

が，放流効果が激減してきたため放流量は年毎に減ら

しているといわれる（名東1978）Q

　ボラ，ソウギ憩，レンギョ，ライギョ　これらの漁

種のうち，ボラは1934年頃に放流されたがその効果は

少なく，漁獲は1935年と1936年に記録されているに

すぎない。戦後にはレンギョと共にライギョも移殖さ
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れ，漁獲は珍57～1959年の3年間にみられるが量的に

は僅少である。ソウギョは戦時中（1942）放流され，

～時中断していたが，レンギョと共に1966年頃より再：

度移殖され現在に至っているが，市場への出荷量は少

ない。

　シジミ　シジミの放流もウナギ岡様1932年頃より

はじめられ，現在も継続しているが，1942～1948年の

7年闘の記録は欠除している。1951年以前の年は放流

量に対し漁獲量が多く，王938年と1951年には大量の

漁獲をえ，その量は100tonにも及んでいるが，それ

はそれぞれ前年の13to籍および20之onの大量放流に

原因づけられ，前者では約8借，後者では約5借の増

量をみるに至っている。しかし，1951年以後はその様

糊は一変し，大量のシジミの放流にも拘わらず，漁獲

量は放流量を下廻るようになり，1953年では放流鐙

86tonに対し漁獲量は20　ton前後，1961年では約80

毛。漁の放流に対し漁獲量は約2爆tonで，それぞれ1／5

および1／6程度の効率の悪さである。この原因の一つ

は，ウナギの場合と岡様に湖の富栄化に伴なう水質と

底質の悪化で，耐酸素望智力の弱いことと砂質の底質

を好むなどの生活条件や環境が破壊されたことによる

とされる。更に注視すべきは，移殖シジミの種類であ

る。少なくとも1950年頃までの移殖シジミは，その頃

既に減少してきた諏訪湖本来のシジミであるマシジミ

を補強すべく，琵琶湖より大量の元〆水性のセタシジ

ミを移殖放流してきた。そのセタシジミもまた琵琶湖

での滅産によって，移殖シジミは木曽三川の河日部に

繁殖する汽水性のヤマトシジミに切りかえたことであ

る。この汽水性のシジミはその生殖生態よりみて，恐

らく諏訪湖において自然増殖することは素読であると

思われる◎現に利根川下流部に多量に繁殖していたヤ

マトシジミは，利根川の河口堰の上流でも下流におい

ても著しく減産したが，これは堰の上流では淡水化が

進み，下流では海水濃度が高まった結果とされている。

　諏訪湖では現在在来のマシジミは詩意状態といって

よく，また放流移殖の効果も全くみられないので，放

流量も近年では1ton前後に減らしているという（名

東1978）。

　カラスガイ　この貝の異常増産期は，1933～1940年

間の8年間であるが，これは霞ケ浦からの大鍛移殖に

よるものである。当時貝殼からのボタンの製造を羅的

としてなされたもので，移殖の中止と共に激減してい

る（漁協記録1933～1946）。カラスガイ類の著しい減少

は，大型：二枚具の中に産卵する習性をもつタナゴやヒ

ガイの滅少にもつながるものである。終戦前では1927

～1940年のカラスガイの増大期と，ヒガイの1923

～1930年と1934～1940年の増産期とよく一致するの

に対し，タナゴ類のそれは顕著でない。また終戦後で

は，カラスガイに押立った増殖期がないのに，ヒガイ

では1958～1963年，タナゴでは1962～1968年に高い

漁獲量がえられている。こうしたことからすると，終

戦後の場合カラスガイが生息していたとしても，漁獲

されなかったごとが，魚と貝との関係を不明確にして

いるとも推測できる。

7－2．網イケス養魚

　諏訪湖では，19餌年以来網イケス養魚を行ってお

り，年々出荷蟹が増大しているが，これはコイの餌を

湖面より持ち込む人工的な養殖法であるので，いわゆ

る漁獲物として取扱うには難点がある。しかし湖内で

養育するという観点よりすれぽ，あながち無視するわ

けにはいかない。

　Fig．1およびTab玉e　11に示すように，1964年に26

面（9×9×1。5m3）の網イケスで，試験的にはじめられ

た養魚事業は，一面当り3，000～3，500尾の1年魚の放

心で平均3．08沁n，総量では80to鶏の収貴をあげた。

その後年毎に収容心室と網イケス1面数を増やし，現在

では約100面の網イケスを浮べ，一面当り10，000

～13，000尾を駁遽し，餌料の質や給餌方法の改良によ

り約13tonを収最できるようになった。これは1964

年当初の4倍以上の効率と16倍以上の約1β0鍍。捻の総

量をえるまでに至っている。この総鑑は現在の諏訪湖

の年聞漁獲二量の約3～4暗に相当するものである。

　春4～5月に1尾約19のコイが，10～11月までに

約1kgの1，000倍にまで成長するわけであるが，その

問の給餌の効率は約60～70％いわれることから，湿重

19から1k暮のコイを生産するには乾量約1。5　kgの

餌を必要とするわけである。このことを諏訪湖に生息

する凛然産コイに適嗣した場合，運動：鍛に著しい槽違

があるので，そのままを必要語量とするのは無理とし

ても最低限の値として考慮すべき事柄であろう。また

一方において，過剰給餌や養魚の排出物による底質の

汚濁（林・他1979）や水質の変化（青山・他狛7Dの

問題も見過すわけにはいかない。

　網イケスロイの出荷金額高は1967年は6，437万円

であり，湖全体の漁獲物出荷金額高は6，787万円でほ

・ぽ陶等であったが，12年後の1978年では立春の53，

485万円に対し後者は14，653万円の約3．7管となり，

今や網イケス養魚は，諏訪湖漁業の中心的な存在と

なっている。

7－3．漁獲労働力と努力

　Fig．1にみるように，漁獲量が1941年から急減し，

1945年には最低を記録し，以後1948年まで低くおさ
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1964
1965
1966
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974、

1975
1976
1977
1978

　80
120
370
319
305
336
533
674
790
981
837
1042
U66
1237
1326

3．08

3．24

3．56

3．67

4．30
4．00

5．28

7．02

8．23

9．52

7．97
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11。21

13．02

13．26

64，370
75，195

99，740
173，389
204，474
199，446
345，448

290，019
295，575
364，998
498，268
534，852

えられているが，これは太平洋戦争の参戦による漁業

考の著しい魚油で労働力が不足し，必然的に漁獲量が

滅つたのに加え，食糧事篤悪化のため自家消費や其の

他により市場に出荷されなかったことが主原因であ

るQ従ってこの年間に諏訪湖の漁業資源が減ったわけ

ではない。また、各種漁獲物の滅少著しい1943年に，

タニシのみが増大しているが，タニシは湖岸浅所に生

息するため，漁業の専業者でなくても容易に漁獲出来

たためと思われる（倉沢・他1980）。

　戦後における漁獲量の増大期は1960年代で，1970

年に入ると漸減傾向を示すが，これと反対に網イケス

のコイの水揚蟄が飛躍的に上昇している。こうした事

実よりすると，湖の漁業資源の減少もあろうが，漁業

者が網イケス養鯉に専念するため，漁獲時欄の制限を

余儀なくされている結果とも受けとれる。最近は単纐

の安いフナなどはあまり積極的に獲らないともいわれ

る。こうした点を考えるとき，漁獲燈の増減にはその

時代の社会情勢による漁獲努力の影響を充分勘案する

必要がある。

7－4．護岸工事と湊藻，埋立

　明治，大正および昭和50年代までは主として洪水対

策のためであったが，近年では湖水の浄化対策の一環

として，護岸工事と凌諜，埋立が急ピッチで進められ，

湖沿岸部の水草帯を消減させてきた。その水草帯面積

の縮少と夏季における大型水草の現存量の減少経過を

みるとTable　12のようである（倉沢ら圭979）。

　こうした水生植物と分布地帯の滅少は，人類にとっ

て直接の禽効性は見繍しえないかもしれないが，湖の

生物群集にとっては大いに鱗値のあるもので，殊に湖

の魚類の産卵場所，稚魚その飽幼生の生育場所，巻貝

や二枚翼，エビ類などの生息場と餌場であって生活環

境として欠くことのできないものである（禽沢・他

1979）。

　そのためか，入工採卵によって放流されるワカサギ

は別として，自然産卵による魚種の多くは，1969年以

来の大規模な凌喋と埋立工事の開始と粟に山々に漁獲

量が減少してきている。また大型凌出船による鷹泥の

麗拝は，底屠水質の悪化や底泥質の異変を引きおこし，

底生魚や貫類の生活条件を著しくおびやかす結果とな

り，そのために放流効果の激減を招き減産の一途をた

どりつつあると思われる（倉沢・他1979）。

7－5．貝殼付貝重量と貝軟体部重璽：

　貝の重鏡を測定するに当っては，漁獲物を食硝に利

絹するとすれば，明らかに軟体部が注視されるが，上

述のカラスガイの如くボタンの原料にその副腎を必要

として漁獲する場合もあるので，貝病付の貝商量も重

視されねばならない。一方生態学的にみた場合には，

貝穀付の貫では現存量を乾重出で蓑わす場合他の生物

に比べ異常に高い値を示すことになったり，また単位

重当りの呼駁量などを地較する際にも極めて小さな緬
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・。・・，1・・艦・Qn，、。。，ea。…、、，撫、。。、。n，。，、q。。、、、醗ac，蜘es　and、。、伽d、。g、，。P、。，

　　　　them　i轟Lake　Suwa．

Date 1911Aug． 1949July 1966Sept． 1967Au9． 1972July 1976Aug．
Aug．

Whole　area　of　lake（k狙2） 14．5 14．3 14．1 14．1 13．7 13．3
（器） 100．0 98．6 97．2 97．2 94．5 9L7

Limiting　depth　of
distribution　　ZOne　　　（m） 4．G 2．5 2．3 2．3 2．0 L7
Area　oぞ　　　　　　（ha） 380 290 256 2S6 103 64

dist■ibution　zone　　（亀） 100．0 76．3 67．4 67．4 27．1 16．8

StandiRg　crope　of
ﾁa¢嶺ophyte＄　　（ton／whoユe　lake）

1069．7　，

1，9S8．1

1
5
0
3
．
3
　
， 1，0SO．6 473．1

㈲ 100．0 183．1 140．1 98．2 44．2
（亀） 54．6 100．0 76．7 53．7 24．2

が出されるなど種々の問題がある。しかし貫殼自体は

明らかに生物の生産したものであるから藪然無視する

わけには行かない。そのため，いずれの場合において

も活用できる様，輿殻付災重量と，軟体部の重燈を併

記した。

8．要 約

　（1＞諏訪湖の1895年から1978年までの漁獲統計資

料から，魚類，員類およびエビ類σ）漁獲量，出荷金額

高および各種漁獲物の単価の経年変化を明らかにし
た。

　（2）過虫80余年鞘口の漁獲物総計量の最大値は

1，340to漁（1925），最小値は67　to登（1945）である。魚

類はそれぞれ87奴on（1924）および49　to簸（1945），

艮類は945ton（1934）と18to籍（1945），ユビ類は184

ton（1922）と0．0014　to轟（1970）であるCrable　1）。

　（3）1905～1914年潤では魚類，貝類およびユビ類共

に350to籍以．ドで，この年間の初期は貝回が最も多く

エビ類が最も少ないが，中頃では貝類と魚類は共卓こ岡

等の優位を示し，後期に，は魚類が優勢で，翼と凱ビ類

は共に目前の劣位の量である。1917～1932年の闘は魚

頚の最も豊窟な年代で，翼類とエビ類の順であり，ユ

ビ類は1928年以後は急滅して以後昌立つ増大期はな

く現在に及ぶ。1933～1943年の年間は酒類の最高増産

期で，魚類量をしのぐ。1946年以降現在までは魚顯が

貝類およびエビ類を大きく凌駕し，1960年代を頂点と

する大きな山を形成する（Fig．1）、

　（4）魚種別漁獲量四分比では，19G5年から三920年

代中頃まではフナ優占時代（60～8G％），1920年代後半

から1930年代初期までは，フナ，コイ，ワカサギの同

格優i占時代，1930年代中期より1940年代の登絆ばまで

は，ワカサギとフナの両種の優位時代（30～40％），1940

年以後現在まではワカサギの独占優勢年代（60～80％）

である（Fig，5）。

　（5）呉頚の種別漁獲量の面分比では，1905年目ら

王920年代中頃まではシジミ特代（80％以上）で，1930

年頃にはシジミとタニシの岡古謡占時代，1933年より

194工年の閥ではカラスガイ独占優占期醐1（60～90％）

であり，1943年以降現在まではタニシの独占優勢期間

で（50～90％）シジミがこれにつぎ，カラスガイは極

めて少ない（Flg．8）。

　（6＞経年期闘中の漁獲量の年國数頻度の最大は，フ

ナとワカサギは100～200tonの漁獲最のとき，それぞ

れ44，4％および45．2％を占め，コイは10～50tonの

年が68。0％，ナマズ，タナゴ，モツゴ，ヒガイ，オイ

カワ，　ドジ戴ウ，ウナギおよびハゼは1～10tonのと

き32．2％～85．4％グ）範囲に入る最大頻度を示す。算額

ではタユシが50～三〇〇ton，シジミ10～50乞on，カラス

ガイが1～10亡onの漁獲高のとき年回数の頻度の最大

を承し，それぞれ40．3％，29．2％および5L6％である

（Table　4）。

　（7＞過宏80余年悶中の漁獲物員即金総計額の最大

纏と最小纏は，それぞれ約14，650万円（1978）と約

し6万円（1895）であり，！9G5～1978年悶の魚頬では約

13，733万円（1978）と2．4万円（1905），只類では約536

万円ぐ1969）と約0．32万円（1908），エど類では約407

万臼（1978）と0．12万円（1908）である。

　（8）1905～1914年糊で1柔，魚頚は4．5万円，貝類は

0．7万円以下，エビ類では1．5万円以ドで，歩ヒ較酌安定

した1：1：｛荷金額であるが，19王7～1932年間は魚類は5。5

万円（1932）～38．1ノゴF…（1924），三群類6東0．4ノブ円（1932）

～6．2万円（1927），エビ類は0．3万円（1932）～7．2万

円（1926）の範開を大きく変動し，漁獲量のそれとほ
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ぽ平行的な増減をする。1933～1944年では魚類は6．3

万円（1935）～29．6万円（1941），興類は0，7万円（1934）

～45万円（1942），エビ類は0．05万円（1944）～1．5

万円（1939）の範囲で，1917～1932年闘より増減rljは

減少するが，漁獲量とほぼ平行的変動である。しかし

災類の漁獲高に晃合う金高の増額はなく，魚額のそれ

より著しく低し・01946年以降尋柔，　魚夷轟員轟荷高ヵ～独占的

優占性を示し，堕在までほとんど上昇一方で，その変

垂勢縫心象魚薙｛‘よ240万（1946）　～14，6507ゴ円（1978），　夢モ

類は5．4万円（1946）～507万円（1970），エビ類は1。

6万円G946）～407万円（1978）である（F呈9．1，11）。

　〈9）魚種のみの漁獲鍵の鳩荷金額の百分比をみる

と，19G5～1914年までは，フナ約40％，オイカワ（ハ

ヤ），翼イ，ウナギが20％のフナ優位の年代であり，

1917～1932まではフナまたはコイが荊半優勢に対し

後半にはワカサギが約40％を占め，飽の魚種も庸荷高

を増す。1933～1944年まではワカサギ，フナがそれぞ

れ約40％と約20％であるが，1946年頃から帯下まで

はワカサギが40％から85％にまで増額し，フナは

25％から3％にまで滅額する。

　経年期天中に滋1荷金額高爲分率の比率が漁獲高のそ

れより増顔する魚種は，ワカサギ，コイ，ウナギ，ナ

マズ，ビカイであり，三章するものはフナ，タナゴな

どである（Fig．5，　Fig。18）。

　銀類の漁獲量の｝：昆荷金額の酉分比では1917～玲32

年間ではシジミが75％以」二を1933～194王壬ド閣ではカ

ラスガイカ～25～70％，　1942～1948聯£儲1ξ欧タニシカ～55

～90％，1942～1964年闇はシジミ50～80％，1965年以

後はタ蕊シが60～80％を占める（Fig．13）。また種溺の

出荷金の薩分率の経年変化の引率が漁獲高のそれより

増すのはシジミである。

　⑯　各年の日華零歳分率の年圃数頻度の最大値は，

ワカサギは40～50％の出荷金高のときに19．4％，フナ

は10～20％のとき41．7％，ナマズ，モツゴ，コイ，ウ

ナギの1～10％の金高ではそれぞれ5／．6％，77．4％，

73．6％，および63．9％，残りの魚種は1％以『ドに最大

籐がある。鼓類は1～10％の金高に対しシジミが56．

9％，タユシ，カラスガイは1％以還こ，エビは1～10％

に48．6％の最大頻度を示す（Table　7）。

　撮荷金額高の割合は年々増大するのは魚類で，一類，

エビ類は減少し，魚類中でもワカサギのみが増大傾向

を示す。

　（11）1917～1978年關をこ全ての漁獲物が値上り傾向

を示すが，単価の値下りのあったのは，戦lll∫では大部

分の漁獲物が1926～1936年の昭和の経済不況年代と，

戦後では1948～1958年にモツゴ，ヒガイ，ウナギであ

る。癒格の安定した魚種は，ワカサギ，ナマズ，フナ，

コイ，ハゼなどの安値のものである。（Fig，21，22，23，

25，Table　8）

　（12）各種漁獲即刻大部分は，単餌1の増額期の年はそ

れぞれの種の漁獲高増大期の年の直前または直後およ

び減少期に当たることが多い（Fig2の。

（13）各種漁獲物の軽侮iのBes宅fourとWorst　fourで

順位甥に年心綱頻度の最大値を示すと，Bes£第1位は

ウナギの40。3％，次はアユの33．3％，第2位はアメノ

ウオの43．5％である。Worst第1位は貝殻付カラスガ

イの50．0％と匂付タニシの39．0％で，娯穎は　Bes£

fourには入らない（Fig．26，　Table　9）。

　（1の魚類のみの単lllliのBest　fo肛とWors貿。⑳で

は，Best第1位はウナギとアユがそれぞれ45．1％と

35．7％の最大頻度を，Best第2位はアメノウオが46．8

％を，Best第4位は大型ワカサギ35．0％を示す。

Worst第1位はモツゴが71．0％，フナが42．1％を，レ

ンギョが58，3％を，第2位と第3位は小型フナとワカ

サギがそれぞれ33．3％と26，2％を，第4位はナマズが

32．3％の最大頻度を示した（Fig，27，　Table　10）。

　㈹　諏訪湖の漁獲量の経年の増滅経過について，各

種手具頚の放流移殖，網イケス養鯉，漁獲労力と努力，

および湖水浄化のための護津工講，凌喋，埋立などに

よる環境異変との関係を論じた。
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The Transitions in Annttal Yields of Commercial Flshes and the AmouRts

    of Money for them in Lake Suwa from 1895 to 1978wwRecorded by

        Suwake Fislreries CQoporative Association aRd Otkers-

  (1) Lake Suwa is one of the Lakes which have the highest landing amouAt of commercial fishes per unit

area in Japan. It is the shallow eutrophic lake located at the altitude 759 m iR Nagano Prefecture in the

central part of Japan. It has a maximum depth of 6.5 m, a mean depth of 4.1 m, a surface area of 13.3 km2

(l976) aRd a volume of e.06 km3. In the recent twenty years the lake has been eutrophicating year and year,

and water pollution has had the tendency of progressing. So that the awful water bloom of blae-green algae

ha$ come to appear every summer.

  (2) Increase periods of totaKish yields of whoie Iake were seen from l895 to l90e, 19i7 to 1919, l923 to

1928, 1933 to l940 and 1962 to i965 during the past eighty years (Fig.i). The values of theiy yields obtained

before the Second World War when the fish yields remarakably incyeased were markedly higher than

that of the post-war. During eke war they indicated the lowest. Abundance periods of fish group were from

1923 to 1928, l939 to i940 and 1962 to 1965, those of mollusc group being i926 to 1929 and i933 to 1940, and

those of shrimp from 1922 to 1927.

  (3> The highest value and the lowest one of totaKigh yields indicated 1,34e toRlfresh weight/whole lake

in 1925 and 67 ton in 1945, those of fish group did 874 ton in 1934 and 49 ton in l945, those of moi}usc group

945 ton in 1934 and 18 toR in }945, and those of shrimp i84 ton in 1922 and O.Oel ton in 1970 (Table 2).

  Except the term of I933 to 1940 when the annual amounts of mollusc group were most abundant, the fish

group yields occupied more than about 50% of total fish yields from l905 to 1978, while those of mollusc aRd

shrimp did less than about 40% and abeut le% respectively. The highest vaiues of these percentages showed

94% on fish group in 1973, 8e% on mollusc group in l933 and 24% on shrimp in i922 (Table 3).

  (4) Cberassitrs, Corbiculidae and shrimps were richly Ianded from i905 to 1925, aRd then N>IPomesz{s

transplanted in 1915, Cbrassius, Clmprimas, Corbiculidae aRd Viviparidae were abundantiy laRded in the ear}y

period of the i930S. Thereafter Unionidae transpianted were separativeiy rich from l933 to I94e, and the

shrimps had become very poor on and after 1928 up to date. During the terin from the middle of the 1940S

£o the end the yields of all klnds of commercial fishes deereased. Since 1950, the yields of HyPomest{s have

gradually increased year and year, on the contrary other kinds of fishes and mollucs have decreased.

Recently the landing amounts of "ElyPomesus have taken up about 70 % the total fish yield (Fig. 5, Fig. 8).

  (s) Total annual amounts of money for commercial fish yield of whole lake showed a gradua} iRcrease

from 1895 to i914, in the term ef which the highest value and the lowest ene were 68,470 yen in 1914 and

16,44e yen in 1895. Between l917 and 1945, a high peak of amounts of money and low peak of those were

seen. The former appeared from l923 to 1928, the latter came out from 1940 to 1942, and the maximum

value and the minimum one were 482,OOe yen in l925 and 63,OOO yen in 1932. Since 1946 up to date they

abruptly increased every year, and the highest showed l46,530,eOO yen in 1978, and the lowest did 2,46e,OOe

yen in 1946 (Fig. 11).

  (6) The amounts of money for fish group always occupied more than 65 % of total oRes, and those of

raolluscs and shrimps did less than 20 %. The Difference of these percentages between fish group and both

mo}luscs and shrimps have growed larger year and year. The highest value of fish group indicated 97 % in
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l975, and those of molluscs and skrimps did 20% in i938 and 19% in 1921 respectively. The percentage

values of amouRt of moRey for Hypomesus yields have elevated in the course of years, but those of other

kinds of fishes, molluscs and shrimps went down (Fig. 13, Fig. I8).

  (7) Generally speaking, a rising tendency with years was recognized in annual unit prices of every kind

of fishes from 1905 to 1978. But a reduction in price occurred from 1926 te 1936, Showa depression days, in

all commercial fishes. The cheap fishes landed in rich amouRt were ll)tPomest{s, thrasilun{s, Ckemssizrs,

Cl)¢}rinus and Gobiidae, and the high priced fishes landed in small quantities being Oncorkpmchus, Pgeco-

glossics, Anguilla, CTlrt'bolodon, and Stz2TocheilithtJtys. Molluscs were iy}ere inexpensive than fishes and

shrimps : Corbiculidae were more expensive than Viviparidae, and Unionidae were the cheapest shells (Fig.

26, Fig. 27).

  (s) It was discussed that what iRfluence had the traRsplantations of fiskes and shells, the environmental

changes of natural shore destructed with embaRkment, dredging and reclamation which were attefnpted to

water purification, and the increment of landing amount of carps cultured in floating nets given upon £he

chronological fluctuations in annua} fiSh yields.


